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　年頭所感

2011

讃樹會会長　髙橋　則尋

　新年おめでとうございます。今年一年が会員の皆様にとりまして、有意義な一年となりま

すようにお祈り申し上げます。

　平成22年度の同窓会総会において皆様の承認を得て、６期目の会長の職を与えていただき

ました。すでに会報や総会における所信表明などにおいてこの２年間の抱負については開示

しております。（詳しくは先の会報をご参照ください。）今回、新しく第１期生の大西宏明先

生が理事長に就任されました。その他同窓会の執行部や理事の先生方も一部変更になってお

ります。詳しくは同窓会のHPなどをご参照ください。また、今までは執行部としてご活躍頂

いた薬理学教授西山成先生をはじめ、同窓の学内教授の全ての先生方、消化器・神経内科教

授正木勉先生、放射線医学講座教授西山佳宏先生、法医学教授木下博之先生、医療情報部教

授横井英人先生、に新しく特別役員として中立的な立場から同窓会理事会や執行部に御意見

を頂けるような新体制としております。この新体制の下、ますます皆様方の期待に添えるよ

うな同窓会活動に尽力していきたいと思います。

　さて、昨年の日本を振り返りますとまさに“混迷”の一言に代表されるように、期待をもっ

て迎えられた政権交代もその成果も全く当てには出来ませんでした。また、長引く不況や

我々が属する医療崩壊も改善の兆しすら見られませんでした。まさに混とんとした世相と言

わざるを得ない１年でした。

　2011年、卯年である新年を迎えるにあたり、今年こそはまさにウサギのように跳躍の年と

なるように望んでやみません。昭和61年４月より始められました同窓会活動もすでに25年を

数え、四半世紀という記念すべき節目を迎えました。これからは成熟の時として、今までの

活動をさらに発展させていきたいと思います。同窓生の皆様のご協力を何とぞよろしくお願

いします。
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　同窓会会員の皆様におかれましては、益々ご清栄のことと
存じます。今回、前理事長の横井　徹先生の後任として理事
会で選出され理事長を務めさせていただくこととなりました
昭和61年卒の大西宏明です。以前より学年理事ではありまし
たが、この重責にあたりより気持ちを引き締めて同窓会の発
展に力を注いでいく所存ですので、理事および同窓の皆様よ
ろしくお願いいたします。
　卒業生も25期が巣立ち、同時に在学中に教えを受けた教官
の先生も次々と定年を迎えられており卒業後の月日の流れを
感じずにはおれません。その一方で母校の教授になり医学部
および附属病院をリードしてご活躍されている卒業生が増加
しており、誠に心強い限りです。同窓会組織も濱本龍七郎名
誉会長、髙橋則尋会長をはじめとする執行部の先生のご尽力
により、発足当時とは比較にならないほど充実してきている
印象をうけます。卒業生の一人としてお礼申し上げるととも
に、益々のご活躍をお願いいたします。
　このように既に体制が整った同窓会において理事会は何を
すればいいのかと考えてみました。同窓会会則を改めて読ん
でみると「（第３条）本会は会員相互の親睦と、その向上を
はかるとともに、母校の発展及び学術の発展に尽くすことを
目的とする」とあります。後半部分のうち「母校の発展」と
はいかなる意味なのでしょうか。辞書によると「発展：物事
の勢いなどが伸び広がって盛んになること。物事が、より進
んだ段階に移っていくこと。」となっています。文字通り解
釈すると、講座のスタッフが増加し国内外において世界の先
端を競う研究が行われ国際的に高く評価されることであると
か、新設医大であったため診療科の関連病院が少なかったも
のが増加するという意味になるでしょうか。これらは同窓会
会員の多くの先生のご尽力と卒業生の自然増により達成され
つつあるのではないでしょうか。現在では同窓会会員および
医学部附属病院の香川県の医療全体における重要性は疑う余

地はなく「母校の発展」が香川県民の医療の発展に直結する
ようになりました。
　さて、関連病院の院長・副院長・部長という責任ある立場
に就任される卒業生が増加したことにより医学部附属病院に
対しては以前よりも高度な要求がなされつつあるように思い
ます。具体的には、附属病院は香川県における最終紹介先医
療機関として最新かつ高度の医療を適切に実施している病院
であること、と、自分あるいは自分の家族が病気になったと
きに安心して医療を受けられる医療機関の模範であること、
が望まれています。このような形で附属病院が更に充実・発
展していくことを期待する声をあげるのも同窓会の役割の一
つでしょうか。これは同窓生ではない一般の香川県民あるい
は国民が期待することと一致すると思います。
　最後に、私が理事長になって貢献できることは何かと考え
ると、執行部の方と卒業年が同じであるため、遠慮なく同窓
会会員の皆様の声を執行部に届けることができることです。
理事も総勢47人の大所帯であり、理事会への全員の出席もま
まならないことがあります。理事の皆様には、ご多忙とは思
いますが、属されている各委員会において活発な検討をして
いただき、要点を理事会に上程していただいて円滑な審議を
行いたいと思いますのでご協力をお願いいたします。また、
執行部と同窓会会員との平均年齢が離れてきています。さら
に卒後臨床研修の必須化により卒業後すぐに母校を離れてし
まう卒業生の増加と、それらの中で連絡先さえ不明になって
しまう卒業生も出てきています。特に若い理事の先生におか
れましては、広く同期卒業生と連絡をとり、同窓会に対する
ご意見を聞いていただけることを期待しています。会員の皆
様で同窓会に要望したいことがありましたら、直接でもある
いは各学年の理事を介してでも結構ですので気軽にご連絡を
頂けたら幸いです。

理事長就任挨拶

同窓会理事長就任にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大学医学部附属病院

内分泌代謝・血液・免疫・呼吸器内科
大西　宏明（昭和61年卒）
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　義経は屋島から壇ノ浦に向かいましたが田中は美濃
の山中にいます。巡り巡って岐阜県関市にある岐阜医
療科学大学の放射線技術学科で仕事をすることになり
ました。赴任して半年が過ぎましたが、なんと悩める、
あるいは悩ましい学生の多いことかと思います。

　本学では学生と密に勉学指導、進路指導を行うべく、
担任制を布いています。自分は現在約40名の学生の担
任のみならず着任早々、80名の学年主任になってしま
いました。悩める、悩ましい学生にはまず電話をする、
面談することから始めます。本人に電話がつながらな
ければ親御さんにかけることになります。

　まずは、午前の講義に出て来ないチャラ男くん。
「どや調子は」「朝起きられません」それは理由か？し
かも本学は９時30分始業です。「じゃ起こしてやるか
ら来い」　類は友を呼んで、チャラ男軍団にモーニン
グコールの毎日です。休み時間、昼休みにはチャラ男
軍団と女性軍団が入れ替わり立ち替わり部屋にやって
きます。質問するわけでなく相談するわけでなく、う
だうだと勝手に言いたいことを言った後去っていきま
す。自分のところに通ってくるくらいですから、担当
の「解剖学」「生理学」「病理・病態学」なども多少気
を使って勉強してくれるかと思いきや、ことごとく再
試です。

　全く出席できないゲーマーもいます。出席日数が各
教科2/3に達しないと定期試験の受験資格がなく、当
然再試も受けられません。欠席日数がオーバーしたと
他科の先生から連絡が入ったので本人を呼び出し面
談。さらに御両親も交えて相談。「以後１回も休まな
いか？」「休みません」「病気も事故も言い訳にならん
ぞ？」「両親にも誓いましたから」担当の先生のとこ
ろへ本人連れて出向いてキツイ課題、レポートを出席
１回分に代えてもらうようお願いし、学科長の部屋ま
で一緒に出向いて了解も得ました。翌日欠席。こんな
成績じゃどうせ国家試験に受からないからと退学しま
した。

　「放射線技師になりたいかどうかはともかく、なろ
うと思ってここにいるわけだからここはクリアしてい
かなイカン」自分も同様なことを学生時代に言われま
した。今は自分が学生に向かって話します。違いまし
た。なろうと思わず入学してきた学生もいるのです。
この不況下、医療系の大学を勧められて。本学では教
養科目が充実しているので１年生の間ほとんど専門科
目はありません。教養科目はそれほど難解ではないの
で２年に進級。２年では全て専門科目です。途端につ
いて行けなくなります。休学、退学者が続出します。
当然ひとりひとり担任として対応し書類作成までしな
くてはなりません。

　またひとり、欠席が続き連絡もとれなかった学生が
休学届をとりに来ました。進路を含めていろいろ考え
たいと。部屋でひきこもってないか、精神的にまいっ
てないかと心配していたのですが、自ら面談に来たの
で多少安心しました。一応休学ですがどうなることか。
自分が悪いのではないとは思いますが淋しい風が吹き
ました。

　年度後半、４年生は国家試験に向けて勉強です。あ
の手この手で入学、進級してきた学生にとっては初め
ての一発勝負です。就職まで決まっていれば相当なプ
レッシャーです。それに対する指導も要求されます。
プレッシャーにつぶされないよう祈ります。

　大半の学生は真面目に勉強し実習に励み、医療従事
者に育っていきます。医学生ほど要領はよくないです
が、目的意識が強いのでよく頑張っています。毎年ギ
リギリで進級し国試浪人まで経験した自分としては、
そちらにもっと時間を割きたいのですが、どうしても
悩ましい学生に目が行き、手がかかります。問題ごと
をついついひとりで抱え込んでしまう自分は、どっぷ
り疲れます。そこで、患者との会話以外にコミュニ
ケーションなど習ってないのだから自分にはできない、
ということにしました。誰か代わりに相手してやっと
くれ。代わりを探すつもりで、周囲の諸先生方、事務
職員などを訪ねてまわります。結果的に考えの及ばな

「修行の美濃山中」
岐阜医療科学大学　保健科学部　放射線技術学科

教授　田中　邦彦（平成３年卒）

同窓生教授就任挨拶
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かった対応方法を知ったり、同様な事例を教えていた
だいたりして、少し賢くなった気がします。

　そういうことか。そうやって、わからないまま走り
まわっていると気づかされます。自分は新しい修行ス
テージに入ったのです。四国八十八か所でいうとこ
ろの「道場」です。医師には「臨床」「研究」「教育」、
３つの活動が必要といわれます。不器用な自分にはと
ても一度にはこなせません。これまで神戸大学で臨床、
岐阜大学、カリフォルニア大学で研究を中心に修行を
してきました。ここでは教育の修行を課せられている
のです。加えて大学院設置、動物実験施設を含めた研
究棟建設を任されている今、学園本部や文部科学省の
高評価を得るためにも自身の研究を止めるわけにはい
かない、止めたくないと髪の抜ける思いで働いていま

す。讃樹會の皆様、香川から遠く離れた山あいで頑
張っています。今後ともよろしくご指導の程お願い申
し上げます。

略歴  
平成３年３月 香川医科大学医学部医学科　卒業
平成７年12月 香川医科大学大学院　医学研究科　修了
平成７年６月～11年５月
 神戸大学関連病院　外科研修
平成11年６月 岐阜大学医学部第一生理学　助手
平成12年８月 カリフォルニア大学サンディエゴ校　ポス

トドクトラルフェロー
平成15年９月 岐阜大学大学院医学研究科　生理機能分野 

助手
平成19年４月 岐阜大学大学院医学系研究科 生理学分野 
 講師
平成22年４月 現職

　讃樹會の先生方におかれましては、ますますご清栄
のこととお慶び申し上げます。私のようにactiveでな
い讃樹會会員が、ご挨拶申し上げます事をどうぞお許
し下さい。
　私は三期生の諸先生方と入学をさせて頂き、四期生
の先生方と平成元年度に卒業をさせて頂きました。七
年間に渡り、出来の良くない私におつきあい頂いた恩
師、諸先生方にまずは心より感謝申し上げます。
　卒業後私は、地元岡山に戻り、岡山大学医学部小児
科学教室に入局いたしました。それ以来約22年間にわ
たり中四国地方の小児医療に携わり、特に小児循環器
領域を専門として主に臨床及び臨床研究に従事してお
りました。そしてこの度、平成22年11月1日付けで岡
山大学病院小児循環器科教授・科長を拝命いたしまし
た。小児循環器科は今回岡山大学病院に新設された部
門で、その初代教授として今後いかに本領域における
進歩に貢献出来るか、身の引き締まる思いでおります。
　小児循環器疾患領域が対象とする患者数は、小児科
領域のなかでも大きな部分を占めております。岡山大
学病院においても患者数は増大の一途をたどっており、
今回の対応となりました。もとより私一人でこのよう
な事が達成できた訳ではなく、恩師森島恒雄小児医科
学教授、優秀な同僚、心臓血管外科学、麻酔蘇生科学、
放射線科学、循環器内科学などの諸先生方のお力添え
の賜物と認識いたしております。

　また岡山大学では、岡山大学病院という名称からも
お分かりのように、大学病院は、医学部や歯学部附属
ではなく、単独部局として独立いたしております。従
いまして、今までよりも柔軟に組織改編を行う事が可
能となり、新しい部門が次々と立ち上がり、活発に活
動を開始しております。外部資金による寄付講座も多
数立ち上がっております。このように熱気に満ちた環
境で仕事をさせて頂ける幸運に感謝致しますとともに、
今後も心臓を病めるこどもたちを精一杯治療し、後進
を育成する事が私たちの使命と考えております。
　同窓の先生方には、今後ともご指導、ご鞭撻賜りま
すよう深くお願い申し上げます。

略歴  
平成元年３月 香川医科大学医学部医学科卒業
平成元年４月 岡山大学医学部小児科 入局
平成元年６月 岡山大学医学部附属病院医員（研修医）
平成２年４月 三原赤十字病院 小児科医師
平成３年６月 松山赤十字病院 小児科医師
平成６年７月 社会保険広島市民病院 小児科医師
平成７年５月 岡山大学医学部附属病院 医員　
平成９年４月 岡山大学医学部附属病院 助手
平成16年12月 岡山大学医学部・歯学部附属病院 講師　
平成21年５月 岡山大学病院 周産母子センター（小児科）
 准教授
平成22年11月 岡山大学病院 小児循環器科　教授
 現在に至る

「ご挨拶」
岡山大学病院　小児循環器科
教授　大月　審一（平成元年卒）
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　平成二十二年十二月より弘前大学に臨床講座として
新設された病理診断学講座並び附属病院病理部を担当
しています。寄稿の機会を頂き久し振りに思い出を紐
解いてみました。勿論ほかにも沢山の邂逅がありまし
た。

　一、二期生には「自分らの活動が香川医大の評価を
決める」と、尊敬できる先輩が多かった。一期生成松
さん、二期生近藤さん、・・・名前を挙げればきりが
ない。更に学生課の丸山さん、そして砂田学長までも
僕が弓道部を創る時協力してくれた。毎年冬の大山で
のスキー合宿では大学生活の楽しみ方を教わった。当
時は砂田学長や恩地副学長が必ず参加し連夜学生と酒
を共にしてくれた。この様な事は創生期の単科大学だ
からこそ出来たことだろう。普段はＭ崎氏らと弓道三
昧、K田と共に塾のバイト、長期休みは登山と自転車
旅行、冬にはＳ元と信州でバイトしながらスキー、・・・
と言えば聞こえがよいが心の中は常に悶々としていた。
学問をした記憶はないが不思議と病理実習では細胞一
個たりとも由来不詳のまま終わるのが嫌で調べるか質
問するかしていた。心理学高橋茂雄教授の「至道無
難、唯嫌揀擇」や内科学入野昭三教授の「何回ベッド
に通ったかで医師の技量が決まる」との言葉、外科学
田中聰教授の学生発表に徹底的につきあう姿は鮮明に
脳裏に残る。根木哲朗教授の体育「医者は体力」はこ
れも武器になる。臨床志向であったが卒業時に方向が
決まらなかった。当時僕の考えに的確な回答をくれた
のは麻酔救急医学小栗顕二教授である。結局「とりあ
えず」との思いで同郷の小林省二助教授の誘いもあっ
て病理に入った。四年目に病理診断が出来るようにな
ると辞めるのも惜しく、丁度岩手医大から誘いがあっ
て「スキーが出来る、山に登れる」との思いから岩手
に行った。秋は街の清流に鮭が遡上し冬は白鳥が飛来
する岩手の自然風土は新鮮であった。以来十八年、一
年余のニューヨーク生活を挟んで盛岡で暮らした。学
生やよい仲間に恵まれ、登山、自転車と人より長い青
春を過ごした。病理に関してはモラトリアムを抜け出
せなかったが米国外科病理の現状を知り心が決まった。
米国では完全臓器専門制かと言えばそんなことはない。
多くの大学病院の病理医は一般病理に長けた上で専門
分野を持ち、そして病理医間で教え合うべくカンファ

レンスが充実している。これこそ日本が学ぶべき姿と
確信した。そして奇しくも今の機会を得るにあたって
は同級のＫ元Ｓ元の後押しが大きく、また青森で開業
のＳ々木さんも尽力してくれた。K元は香川大学医学
部研修医制度改革に貢献した経験から彼の医学教育に
関しての教示は大きかった。更に県人会が一緒でス
キーを共にした放射線科の佐藤功先生が弘大卒で様々
に援助して下さり、学生時代の人間関係がこんなとこ
ろで生かされるのかと感激した。全てはとても書き切
れないが様々な人との繋がりが有り難く、大事な財産
である。
　十八年勤めた岩手医大は宮沢賢治や新渡戸稲造とも
所縁のある古い大学である。ここの図書館に「学而不
思則罔　思而不学則殆」と論語の一節が掲げられてい
る。蓋し大学に相応しい文言と思う。「殆」は「危う
し」と読みたい。自分の頭の中だけで思索を巡らし正
しい知識を学ばなければその思想は危険となる。盛岡
出身米内光政は閑職にいた頃万巻の書に接して世界の
正しい動向を知っていたからこそ日米開戦に反対した。
新渡戸稲造は西欧の正しい認識があればこそその対比
において日本の優れた伝統的道徳観を浮き彫りにした。
是非、学生には物事の判断の規範となる自らの哲学を
身につけて貰いたいと思う。哲学のない医学は人を滅
ぼす。既成の医療が良いとは限らないのである。東讃
の生んだ南原繁は東大総長として戦後日本の復興の支
えとなった。彼を知るにつけ学問の府は一国の自由思
想の保全に重責を担っていることが分かる。その思想
醸成に讃岐の風土が幾許かでも関与していることは間
違い無く、となれば香川の学生はその哲学を是非学ん
で欲しいと思う。アカデミズムが感じられる大学に
なってくれれば創生期の卒業生は嬉しいであろう。 

　臨床としての病理診断学の重要性が日本の大学で認
識され出したのはつい最近である。病理学は様々な側
面から医療レベル向上に貢献できる要素を含んでいる
が日本でそれが実践できている大学は僅かである。そ
のような折、弘前大学は臨床医学として病理診断学講
座を新設した。母校附属病院病理部の羽場先生（五期
生）は全国的に注目される実績をあげており、それを
見倣って臨床医学としてanatomic pathology（病理診
断学、外科病理学）を志す若者が集まる教室に出来れ

「弘前より」
弘前大学大学院医学研究科　病理診断学講座

教授　黒瀬　　顕（昭和63年卒）



香川大学医学部医学科同窓会会報 第41号

7

ばと思う。僕が病理の手ほどきを受けたのは小林助教
授であるが様々な病理医を知るに及んで最初の「もの
の見方」というのはつくづく大事と解り自分はよい教
育を受けたと思う。臨床医療は不確実性を免れないが
病理組織は真実の姿を表す。そこから如何に真実を取
り出し臨床に還元できるかが病理医の技量であり此処
に病理の根源的な魅力があると思う。米国では幾人か
の病理の大家の謦咳に接した。そのうちの一人、神経
病理の泰斗平野朝雄先生の言であるが臨床医とて同じ
と思う。
　「所見の深さ、拡がりはそれを “読む” 人の識見の
高さにより限りなく増大するものである」

　仰ぐ山は岩手山から岩木山へとうつりました。整形
外科医の妻、七歳と五歳の長男次男、一歳の長女と共
に、しっかりと弘前市民になろうと思っています。

略歴  
　昭和63年３月 香川医科大学医学部医学科　卒業
　平成４年６月 香川医科大学大学院医学研究科　修了
　平成４年４月 岩手医科大学病理学第一講座　助手
　平成９年10月 岩手医科大学病理学第一講座　講師
　平成17年３月～平成18年３月

　平成18年９月 岩手医科大学病理学第一講座　嘱託助教授
　平成19年４月 岩手医科大学病理学第一講座　嘱託准教授

（職名改正）
　平成20年４月 岩手医科大学病理学講座先進機能病理学

分野　嘱託准教授（講座改変）
　平成22年12月 弘前大学大学院医学研究科病理診断学講座

教授
  弘前大学医学部附属病院病理部長　併任

Department of Pathology, New York 
Medical College, NY （Dr. Melamed, 
Professor & Chairman）に留学
Dr. MelamedのもとでClinical Assistant Professor
Dr. DarzynkiewiczのもとでResearch Fellow
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　第一回香川大学医学部医学科同窓会（讃樹會）の市
民公開講座が平成22年11月６日（土）15時から17時、
サンポートホール高松で開催され、市民参加数91名が
ご参集下さり、多いに盛り上がりました。
　開会にあたり、開会の辞として母校出身初の薬理学
教授の西山成先生（第８期生）に挨拶をお願いしました。
西山先生は、「香川大学医学部の同窓会として何とか
地域に対する社会貢献をしたい。講演いただく３人の
先生方は、みなさん、香川大学医学部あるいは香川医
科大学出身で、地域のために勉強し医師を志し、卒業
して香川で診療させていただいており、本日の講習会
が、香川県の医療向上のため少しでも役に立てれば大
変嬉しい」とインパクトのある開会の辞をしていただき、
相変わらず頭脳明晰でスマートな挨拶をされました。
　続いて、講演１として香川大学医学部消化器神経内
科正木勉教授（第５期生）により「ウィルス性慢性肝
炎・肝癌のトータルケア」と題して講演がなされまし
た。C型B型慢性肝炎から肝硬変、肝癌への経過を詳
細に述べられ、その治療についても言及されました。
　「会場におられる方でかかりつけの医師がいない方
がいれば、月曜日と水曜日、私は香川大学で外来を
やっておりますので、予約なしでいいですから講演を
聴いたと言って私のところに来てください」と、参加

者に呼びかけられ、大きな反響を呼ばれました。尚、
座長は開会の辞に引き続き西山先生にお願いしました。
　講演２として、香川大学医学部内分泌代謝･血液･免
疫･呼吸器内科の村尾孝児講師（平成23年２月１日付
香川大学医学部先端医療・臨床検査医学教授就任）（第
５期生）によって「糖尿病治療の最近の流れ」と題し
てなされました。糖尿病の成因から非常にわかりやく
説明いただき、最新の治療薬でインクレチンという薬
が出てきていて、今までの治療より更に良い治療が出
来るという状況になっていることを紹介されました。
現在、国民病と言われています糖尿病に、市民の皆様
は非常に関心があったようです。糖尿病と最新治療を
より詳しく説明していただき、ご理解を深められたと
思います。座長は、医療情報部教授横井英人先生（第
11期生）にお願いしました。
　講演３として、高松赤十字病院髙橋則尋（第１期生）
内科部長により「生活習慣病としての慢性腎臓病への
予防・対策について」と題してなされました。腎臓病
に対しては、まず検尿の大切さ、特に塩分が重要であ
り専門家に相談して食事療法を行うことの大切さを話
されました。香川県はうどんの県ですので、皆様、熱
心に拝聴されていました。大変わかりやすい講演だっ
たと評判でありました。座長は、循環器･腎臓･脳卒中

市民公開講座開催報告

受付風景 髙橋則尋同窓会長
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内科大森浩二（第１期生）准教授にお願いしました。
　最後に閉会の辞として、私が行いまして、演者
の先生、座長の先生への謝辞と本日ご参集の皆様
への御礼を述べました。
　香川大学医学部医学科は昭和55年一期生が入学
し31年目です。2500名余りの卒業生を輩出し、県
内外で活躍されています。讃樹會は発足25周年を
迎え、新設医大の同窓会としては、トップレベル
のまとまりと活動内容の充実を示しています。
　また、讃樹會出身の教授は全国で25名、母校は
５名の教授が誕生し、益々の発展のためゆるぎな
い土台が作られつつあります。香川大学医学部出
身の卒業生は今後も益々、香川県の医療を担って
いくことと存じます。
　今回の市民公開講座を通して、高松市民への医
療情報の提供と健康の増進への啓蒙活動の大切さ
を再認識し、少しでもその情報が役立つことがで
きれば幸いです。
　今後、第二回、第三回と続けていくことができ
ることを祈願いたしまして、開催報告とさせてい
ただきます。
 （文責　濱本龍七郎（第１期生））

正木　勉教授

村尾孝児講師
（平成23年２月１日付香川
大学医学部先端医療・臨床
検査医学教授就任） 西山　成教授 大森浩二准教授

横井英人教授 濱本龍七郎名誉会長
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ニュースの窓

平成22年度医師臨床研修マッチング

香川大学医学部附属病院
オリーブかがわ卒後臨床研修プログラム
　昨年10月下旬に公表された平成22年度医師臨床研
修マッチング結果によると、マッチング参加者の総
数は8536名で、登録者8331名中マッチ者は7998名
（マッチ率96％）、一人が登録するプログラム数は平
均3.29であった。募集定員は10692名であるのに対
し、マッチ者は2000名以上不足している。にもかか
わらず、登録はしてもマッチングしなかった数が
300名強である。このアンマッチ者数が年々増加し
ている理由としては、本当に希望する病院だけを登
録するようになってきた傾向の現れであるとの見方
がある。
　マスコミが毎年注目する臨床研修病院と大学病院
のマッチ者数の比較では、前者52.1％、後者47.9％
で、昨年よりも1.8％一般病院での研修が増加した。
　香川大学医学部附属病院の平成22年オリーブかが
わ卒後臨床研修プログラムのマッチング結果は、54
名の募集定員でマッチ者29名（MANDEGAN25名、
小児科５名、産婦人科０名）となった。国立大学病
院のマッチ率ランキングでは、42院中24位（昨年は
８位）であるが、自学出身者率では89.7％で５位に
位置し、卒業後も母校の研修によってスタートした
いと願う在学生が多い点が注目される。
　香川県全体で見ると募集定員103名中、マッチ数
は52名となった。

脳死下臓器提供による四国初の膵腎同時移植 2010/12/18

　平成22年12月18日（土）午前２時過ぎ、臓器移植ネット
ワークから、本院で移植待機中の患者様（以下、レシピエ
ント）が膵腎同時移植の第１候補になった、との第１報が
入った。レシピエントは高知県在住の50歳代女性で、12歳
時に１型糖尿病を発症し、慢性腎不全で12年の透析歴が
あった。腹部大動脈から左右の腸骨動脈まで動脈硬化で石
灰化が著しく、同部にステントも留置されており、両臓器
ともに動脈吻合が可能か、クランプをかける部位があるか、
下肢の虚血壊死や大量出血の危惧など超高リスクであった。
レシピエントには以前にリスクを説明し、移植の待機から
外れる選択肢も提示したが、本人は移植医療に強い期待を
持っており待機を続けていた。ドナーは30代男性、脳血管
障害により関東の病院で２回目の脳死判定が終わっていた。
臓器摘出チームは予定通り泌尿器科と消化器外科の４医師
で構成し、早朝空路で提供病院に向かった。一方、本院で
は麻酔科、手術部、ICUなど関連各部所に受け入れ準備を
進めてもらいながら、レシピエントに術前検査、緊急透析、
I/C、術前カンファを予定通り行った。臓器は16：17摘出終
了、21：00頃本院に到着し、22：11手術開始、翌日10：12に手
術は無事終了した。幸運にも右外腸骨動脈と左内腸骨動脈

に吻合可能な部位がわずかに残存していた。レシピエント
は現在移植後24日目、一般病棟で管理中である。週末にも
かかわらず、院内関連各部所のスタッフや事務方から全面
的な協力・支援を得られたことで、四国初の脳死膵腎同時
移植の実施に至った。（医学部総務課広報提供１月12日）

医学生と医師の卒後キャリア形成に関する情報交換会
「これが私の歩む道」PART3 好評開催 2010/11/29

　医師の仕事と生活のワーク・ライフ・バランスを考えるにあたって、
実際の医師の体験談を聞くことができる貴重な機会である「これが私
の歩む道」が11月29日㈪18：30から開催された。
　第三回目となる今回は、会場である臨床講義棟１Fが学生、研修医、
県内医療機関や行政の関係者等100名を超える参加者で埋まった。会
への参加者は年々増えている上、男性も多く見られ、第一回目で男性
が少ないため、参加予定だった男子学生が入口まで来て帰ってしまっ
たというエピソードが意外に思えるほどの今年の盛況振りであった。
　主催者である香川県医師会から森下立昭会長、及び香川大学医学部
附属病院ワーク・ライフ・バランス支援室から阪井眞利子室長の挨拶
の後、本院皮膚科森上純子先生の総合司会のもと、発表に移った。演
者は６名で、泌尿器・副腎・腎移植外科の筧善行教授による一家庭人
としてのお話や、本院や県内の勤務医師による本院の育児支援制度を
利用しての感想、家庭と育児と医師の仕事を両立するための努力、見
事な仕事とオフの切り替え、開業医夫婦の協力など演題は多岐に亘り、
様々なケースがストレートに紹介された。今後直面する問題であるだ
けに、参加の学生は熱心に聴講していた。
　総合周産期母子医療セン
ターの塩田敦子先生による総
括の後、県医師会の廣畑衛副
会長からは県医師会女性医師
バンクが紹介され、副病院長
の平尾智広教授の挨拶で閉会
した。引き続いてその熱気の
ままに同会場で学生と医師の
懇談会が開かれた。
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“チーム香川” 世界糖尿病デーイベント開催 2010/11/14

　世界糖尿病デーを記念して全国50か所以上で “ブルー” ラ
イトアップが実施された11月14日日曜日の午後、賑わう高
松市のゆめタウン高松で、チーム香川による糖尿病の予防
と治療に対する啓発を目的とした糖尿病デーイベントが開
催された。
　昨年の第一回目の開催を皮切りに、第二回目である今回
は更に来場者が増えて本イベントへの認識が高まった感が
ある。（来場者数　概略250名）
　会場は中央広場を健康測定コーナーとステージに２分し
てセッティングされた。体脂肪率、血圧、血管年齢、血糖
値の健康測定コーナーや健康相談には、開催時間の最後ま
でひっきりなしに参加者が訪れた。パネル展示に立ち止ま
る人に対しては、丁寧な解説がされた。

　ステージでは、香川大学医学部学生ACLS勉強会による
AED講習会、コナミスポーツクラブ高松による健康チェッ
クが実施され、パパイヤ鈴木さん（ダンサー）をゲストに
迎えてダイエット
の成功談、食生活、
仕事についての
ト ー クショーに
は大勢の立ち見の
来場があった。
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　この度は｢香川大学医学部医学科同窓会讃樹會研究
助成金｣を受賞することができ心より御礼申し上げます。
緑内障を専門にしており、現在臨床研究では緑内障の
病態に関する研究を行っていますが、基礎研究では10
年程前より神経保護治療に興味を持つようになり、現
在に至るまでこのテーマの研究を続けています。緑内
障における視神経障害の本体は、網膜神経節細胞のア
ポトーシスですが、このアポトーシスを抑制・停止す
る治療を神経保護治療といいます。現在研究を行って
いる動物モデルは、網膜虚血・再潅流モデルや慢性高
眼圧モデルを用いて薬剤に神経保護効果があるかどう
かを調べています。数年前よりレニン・アンジオテン
シン系を遮断することで神経保護効果が得られるので
はないかと考えるようになり、現在その研究を進めて
います。また、研究を進めるにつれ、緑内障という病
態にレニン・アンジオテンシン・（アルドステロン）系
が関与しているのではないかと考え、今回受賞した助
成金を活用しそれを証明（確認）しようと思っています。
　眼科学講座で基礎研究を立ち上げた頃（10年前）は
誰も研究をする人がおらず、本当に細々としたもので
した。４年前に関連病院から大学に戻ってきた２名が
大学院に入り基礎研究をスタートしました。彼らのお
かげで徐々に研究室のシステムも確立されていき、今
年２人とも無事に学位をとることができました。現在
は昨年入学した大学院生１名と留学生１名の計２名と
一緒に研究を行っています。臨床に、また医局の雑用
に忙しくなかなか自分自身で実験をすることができま
せん。彼らが実験をして出してくれたデータをみて次
に何をするのかを考え、そして彼らに実験をやっても
らっているというのが現状です。また神経生物学講座
の板野俊文教授や中村丈洋先生には以前より共同研究
で大変お世話になっており、技術や設備的な問題で自
分たちだけの力で実験ができない時には、実験方法を
教えてもらい、また備品をお借りして実験を進めてき
ました。このように多くの方々の協力のおかげで今回
助成金を受賞することができたと思っています。この
紙面をお借りしてお礼を申し上げます。
　今回の助成金を活用し、来年には興味深い報告がで
きるよう頑張りたいと思っています。

研究助成金・研究奨励金
平成22年度研究奨励金部門受賞

　このたびは讃樹會の研究奨励金を授与頂き、誠にあ
りがとうございます。外部評価委員の先生方から大変
高い評価を頂き、身が引き締まる思いです。
　さて、簡単に自己紹介させて頂きますと、私は平成
８年に香川医大を卒業し、第二内科入局と同時に大学
院に入学しました。臨床研修の後、血管内エコーの研
究に取り組み、平成12年に大学院を修了しました。大
学院では主に臨床研究をやらせて頂きましたが、私は
Molecular Biologyの手法を駆使して病態生理を明ら
かにする、新しい治療法を開発する、といった研究に
も強い興味があり、河野教授の御厚情を賜って、国立
循環器病センター研究所の寒川賢治研究室（生化学部）
に派遣して頂きました。それから瞬く間に10年の月日
が過ぎ、この間に寒川先生は学士院賞を受賞されて研
究所長に御就任、私も2006年から室長を務めておりま
す。寒川先生は循環器や内分泌の教科書に載ってい
る「ナトリウム利尿ペプチドファミリー：ANP, BNP, 
CNP」、「アドレノメデュリン」や「グレリン」の発見
者であり、筆頭および共著で「Nature」が13本、ま
た現時点（2010年11月現在）で880本の論文に名を連
ねておられます。私の方はというと、循環器・内分泌
領域のトップジャーナルには何本か通しましたが、ま
だ「JCI」や「Nature Medicine」といった総合医学ジャー
ナルはありません。が、現在取り組んでいる研究は、
2010年３月の「日本循環器学会Young Investigator`s 
Award最優秀賞」に、応募29論文の中から選ばれて
おり、期待が持てそうです（例年最優秀賞を受賞し
た論文は、JCIか、それ以上のレベルのジャーナルに
publishされています）。現在私がメインで取り組んで
いる研究は、ANP・BNP受容体（GC-Aという共通受
容体）の経口アゴニスト開発を念頭に置いたもので
す。皆様御存じのとおり、ANPは急性心不全治療薬
（静注薬）として現在国内シェア第一位、またBNPは
心不全重症度指標として臨床応用されています。た
だ、ANP・BNPが単なる利尿ホルモンではないことが
最近の私達の研究で明らかになり、内服薬での臨床応
用を達成したいと目下努力しております。このほかに
も、1999年の「Nature」に第一報が出た「グレリン」
の循環器系に対する生理作用解析や、アンジオテンシ

平成22年度研究助成金部門受賞
香川大学医学部
眼科

廣岡　一行
（平成６年卒）

国立循環器病研究センター
研究所　生化学部

徳留　　健
（平成８年卒）
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ンIIの研究なども行っています。
　私のラボは、遺伝子改変マウスを約30種類保有
（色々なCre-Tgも持ってます）しており、これらを駆
使して様々な病態モデル（心筋梗塞、心筋虚血再灌流、
圧負荷心肥大、下肢虚血、肺高血圧、肥満・代謝異常、
腎不全など）を作成し、精力的に研究を行っておりま

香川大学医学部医学科同窓会讃樹會　平成23年度研究助成金／奨励金応募要領
１．研究助成の目的
　　学内外で活躍している同窓生の行っている研究活動をサポートし、それらの社会への還元を促進すること。
２．助成対象者
　　研究助成金： 香川大学医学部（旧香川医科大学）医学科同窓会の会員で卒後25年以内の者で申請時より遡って５年間（準

会員期間を含む）の会費を納入している者。
　　研究奨励金： 香川大学医学部（旧香川医科大学）医学科同窓会の会員で卒後15年以内の者で申請時より遡って５年間（準

会員期間を含む）の会費を納入している者。
　　尚、両者を同時に応募することはできない。
　　研究助成金は、１回受賞した後はインターバルを３年置いて再度申請が出来る。
　　研究奨励金は、１回の受賞をもってその後の申請は出来ないこととする。
３．助成期間　１年間
４．助成金額　研究助成金：1,000千円を１名。研究奨励金：500千円を１名。
５．選考方法　外部評価者（別表）による厳正な審査を経て、讃樹會理事会で決定する。
６．研究成果の報告義務
　　（１） 研究助成を受けた方は、助成研究の結果（助成研究報告書）と研究助成金の使途明細（助成研究会計報告）を、助

成２年後の平成25年４月30日までに提出する。
　　（２） 助成研究の成果を助成研究発表会で発表する（日時・形式については別途連絡）。
　　（３） 助成研究の成果は、原則として学術誌に投稿すると共に、別刷一部を提出する。
　　（４） 過去において助成された事績がある応募者は、その助成課題に対して学術誌に投稿（受理を含む）しておれば、別

刷一部を添付。ただし、既に提出済みの別刷はその必要はない。論文に讃樹會への謝辞が記載されていないものに
ついては、受け付けない。

　　（５） 以上の報告義務を怠った場合には、助成金の返却を求める場合がある。
 尚、やむを得ず申請者が手続きを完了できない場合には、共同研究者によってすべての報告が代行されるものとす

る。またこのような事が生じた場合は、総合的な責任は推薦者に発生するものとする。
７．平成23年度申請手続き
　　（１） 申請書
 讃樹會所定の申請書「第１号～第８号様式」を書面で「書留便」などの確実な方法で提出のこと。提出部数は原本

各１部、複写各４部。申請書は讃樹會HPからダウンロードして下さい。
 URL: http://www.kms.ac.jp/~dousou/index.html
　　（２） 受付期間　平成23年２月１日～平成23年４月30日（締切日必着）。
　　（３） 提出先
 〒761－0793　香川県木田郡三木町池戸1750－１
 香川大学医学部医学科同窓会讃樹會　TEL・FAX：087－840－2291
 E-mail: dousou@med.kagawa-u.ac.jp
８．選考結果の通知
 結果は文書で通知する（平成23年８月の予定）。尚、提出書類は返却しない。

す。また京都大学内分泌代謝内科や理化学研究所をは
じめ、国内外の多くの施設と共同研究も行っています。
　この原稿を読まれて私の研究に興味を持って頂いた
先生！！一緒にやりたい！共同研究したい！マウス
譲ってほしい！と思われた先生！！、御連絡心からお
待ち致しております。

讃樹會研究助成　外部評価委員
臨床科 基礎科

1 伊藤　貞嘉 東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座
腎・高血圧・内分泌学分野 教授 1 梶谷　文彦 科学技術振興機構（JST）主監／

川崎医科大学名誉教授／岡山大学特命教授

2 香美　祥二 徳島大学医学部医学科 発生発達医学講座　小児医学
教授 2 島田　眞久 大阪医科大学　名誉教授

3 岸本　武利 大阪市立大学大学院医学研究科 泌尿器科　名誉教授 3 西堀　正洋 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
機能制御学薬理学　教授

4 成瀬　光栄 国立病院機構京都医療センター　内分泌代謝センター
内分泌研究部　部長 4 藤田　　守 中村学園大学 栄養科学部 栄養科学科　教授

5 森田　　潔 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
麻酔・蘇生学講座　教授　（兼岡山大学病院長） 5 三浦　克之 大阪市立大学大学院医学研究科 薬効安全性学　教授

6 吉栖　正生
広島大学大学院医歯薬学総合研究科 創生医科専攻
探索医科学講座　心臓血管生理医学　教授
（兼広島大学医学部長）

6 森田　啓之 岐阜大学大学院医学系研究科
神経統御学講座 生理学分野　教授

（敬称略）
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　私は2006年の10月からアメリカのニューヨーク州ニュー
ヨーク市にあるコロンビア大学に研究留学させて頂いてお
りまして、現在も同大学の分子生物学教室に留学中です。
留学期間も長くなりましたので、近況も含めまして、ご報
告させて頂きます。
　ニューヨーク市はご存知の方がほとんどだと思いますが、
これぞdiversityというくらい、いろんな人種が混じり合
い、なおかつそれぞれの国の人々（移民）が固有の文化を
保ちながら共存している不思議な町です。こちらのnative 
speakerに聞くと、町行く人々のほとんどは何らかのアクセ
ントがあり、時々聞きづらいことがあるとのことです。あ
る意味いろんな英語が許容されるという意味で、私たち日
本人には住みやすい町だと思います。最初こちらに来たと
き、セットアップの間、マンハッタンの北部にある私の現
在のボスの家に約３週間、居候させていただきました。そ
の近所に買い物にいくと、住人はほとんどがスパニッ
シュで、もちろん英語も通じるのですが、アクセントが強
く、大変苦労した経験があります。現在の自宅はジョージ
ワシントン橋をわたったところにあるニュージャージー州
フォートリーというところで、韓国系の住人がおおく、町
の看板もハングル語であふれています。このように、車で
少し走るとコミュニティが違い、その違いを見るだけでも
非常に興味深く思います。
　コロンビア大学はマンハッタンの北部に位置する全米で
５番目に古い大学で、数多くのノーベル医学生理学賞受賞
者を輩出しています。最近もGFPを用いた研究でノーベル
賞受賞者がでました。ニューヨーク中心から近いことも

国外留学助成金 ▲留学レポート

▲

あり、留学生の数は全米でも有数の国際色豊かな大学で
す。近年は治安もよくなり、さらに留学生が増加していま
す。私の、留学先であるメディカルセンターはコロンビア
大学の本学から50ブロックさらに北にあります。ビルが数
ブロックにわたり林立し、町の一角を占め、周囲との境界
がなく、ひとつのまとまったセンターという感じはありま
せん。またスパニッシュハーレムに近いせいか、行き交う
人々は白人は少なく、中南米系の移民が非常に多いところ
です。また大学の場所がら研究に関する情報量が多く、研
究会や、学会も比較的容易に参加することができ、研究を
する上では申し分ないところだと思います。ただし、夜
間は少し危険になるため、ほとんどの人が早めに帰るか、
シャトルバスを利用しています。
　私の研究テーマはトランスジェニックマウスの作成から
始まり、そのマウスを用いて癌の転移モデルを構築し、表
現型の違いを分子生物学的見地から解析するというもの
で、日本では臨床的な研究を主にしていた私にとって、見
るものすべてが新鮮でした。最初の一年で、２種類のマウ
スを作成し（一つはBAC-based transgenic mice、もう一
つはCre-loxP systemを用いたorgan-specificなconditional 
knockoutです。）、その後それを用いて、癌細胞を転移さ
せるモデル仕組みをつくりました。現在はそれを解析して
いる状態です。臨床研究から考えると非常に時間のかかる
プロジェクトですが、基礎の研究者にいわせるとこんなも
のだそうです。基本的に時間の配分は自由ですので、週一
回ずつのラボミーティング、ディビジョンミーティングさ
えでれば、自分の好きなように実験できます。自由な反面、

森下　朝洋
（平成９年卒）

結果には厳しいといったところで
しょうか。ラボによっては、２、３
年でポスドクが入れ替わることもし
ばしばです。また一部のポスドクな
どは、夕方から来て、次の日の朝ま
で実験する人もいて、とてもバラエ
ティに富んでいます。さらに、こち
らのPh.D.コースの学生の卒業まで
の期間は平均５から７年であり、よ
ほどいい論文がかけない限り、すぐ
に卒業することはできない仕組みに
なっています。一人前の科学者とし
て研究計画の立案から論文のアクセ
プトおよびグラントをとれるように
なるのには、それなりの時間がかか
るということを実感しております。
私も３年目からはこちらのMaster 
course studentの指導（コロンビア大
学の場合は一年間）を任せられ、実
験計画の立案から、実験手技の指導、
学位論文の世話まで、ひととおり経
験させてもらいました。どの生徒も
みな熱心で、私自身もいろいろ刺激

ラボのメンバーと　①

コロンビア大学留学記
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を受け、とても励みになりました。また研究の経済的な環
境に関してですが、この国では、私のような外国のポスド
クに対しても研究のみに集中できるくらいのそれなりのお
金を出せるところに、日本にはない豊かさを感じています。
試薬、物品なども日本に較べて安く、比較的容易に購入で
きるため、そういう意味でのストレスを感じません（事務
的な手続きは非常に遅くストレスフルですが。）。さらに他
のラボとのコラボレーションも、お互いにとって利益があ
れば比較的簡単で、垣根の低さも特徴といえると思います。
学会などでも面白そうな研究をみつけると、みな積極的に
話しかけ、何とかコラボレーションしようと努力していま
す。
　医療に関してですが、アメリカでは各分野で世界の最先
端の治療が受けられるといわれていますが、こちらの医師
は特定の分野に特化しており、General Medicineの医師を
経由して、Specialistの診察を受けるのに、何かと時間とお
金がかかります。私自身も右第五指の骨折でこちらの病院
にお世話になりましたが、救急治療室を経由するか、かか
りつけ医の紹介状がないと整形外科を受診できない仕組み
になっています。受傷時（最初救急医で簡単に固定されま
した。）から約３週間後、整形外科をやっと受診でき、約５
分間の診察料と少しの固定だけでおおよそ千ドルくらいか
かりました。幸い保険に加入しておりましたので、何とか
なったのですが、民間の保険料はかなり高く、アメリカの
多くの人々が医療保険に入れないことを考えると少し恐ろ
しく感じました（心臓のエコーだけでもかるく千ドル以上
かかるそうです。）。また同時に日本の医療制度がいかに優
れているかということを実感しました。
　日常生活に関しては、日本と比較していろいろ不便なと
ころと、何事もtake it easyでせこせこしていないところ
があり、どちらがいいかはその人によるのかも知れません。
私の場合、最初は戸惑いましたが、徐々にこちらの方が暮
らしやすい面もあるなと感じるようになりました。いろい
ろな物の返品も自由ですし、ファストフード店でのrefill
が無料だったりと、大雑把でいいかげんなところも慣れれ
ば、わりと住みやすく思えます。また英語に関しては、最
初は聞いたり、話したりすることが大変で、もともと人と
話すことの好きな私の性格からして、気軽に話しかけられ
ないことにストレスを感じていました。こちらでは話しか
けないと、ほとんどの場合、向こうから話しかけてくるこ
とはまれで、疎外感を感じることもしばしばでした。その
後、週２、３回コロンビア大学本学での英会話の授業にも
積極的に参加させてもらうようになり、ラボのメンバーだ
けでなく、いろいろな国々の英語を第二言語とする人々と
接するうち、徐々に英語環境に慣れてきたように思います。

少しずつ英語が上達してくると、本来の性格からか、話し
かけずにはいられなくなり、いったん仲良くなると、驚く
ほど仲間意識が強く、オープンに接してくれるようになり
ました。アメリカ人は基本的に、Come On, Join Us. の文
化で、英語をしゃべらなければ（下手でもよい。）相手にし
ないが、積極的にコミュニケーションをとってくる相手に
対して、決してnegativeな感情を抱かないという感じです。
少し前にご高齢の男女２人組（おそらくロシア系）にバス
で道を訪ねられ、そこまで案内してあげたところ、今から
友人達とdinnerなんだけど、一緒にたべていかない？とい
われました。このような日本ではあまり考えられない状況
に唖然とさせられました。いろんな人種や文化に接するな
かで、偏見を持たずdifferenceやdiversityを受け入れること
は、非常な労力を使いますが、同時に楽しみや自身の強さ
につながることだと実感しております。
　現在も留学中で仕事も途中ですが、仕事、生活面におい
て、こちらで学んだことは多く、人の親切や思いやり、弱
者に対する配慮等、自分自身のなかで改めて再認識させて
いただきました。また留学という機会を与えてくださった
人々、あるいはそれをサポートしていただいた方々に、心
より感謝しております。今後この経験をどういかし、社会
に還元していくのかを模索しながら、残り少ない留学生活
を過ごしてゆきたいと思っています。
　最後に、このような貴重な留学の機会を与えてください
ました、消化器神経内科、故栗山茂樹先生、現教授正木勉
先生、医局の先生方およびこの留学に際しまして、ご援助
を頂きました讃樹會会員のご先生方に厚く御礼を申し上げ
ます。

ラボのメンバーと　②
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国外留学助成金　 ▲受賞結果及び公募のお知らせ

▲

■香川大学医学部医学科同窓会讃樹會　国外留学助成金公募のお知らせ■
１．助成対象
　　香川大学医学部医学科同窓会讃樹會正会員であり、将来意欲的に研究に従事し香川大学医学部の発展に貢献できると
判断され、かつ過去５年間の本会会費納入が確認された者の６ヶ月以上の国外留学とする。

２．推薦者
　　申請者以外の香川大学医学部同窓会讃樹會正会員２名の推薦を要する。
　　ただし、推薦者は原則として同一年度に１件を推薦できる。
３．助成額
　　年２回で１回を数件程度、総額500千円以内とする。
４．応募方法
　　所定の用紙に記入し、本会事務局に提出する。（所定用紙は讃樹會HPからダウンロードしてください。）
５．応募締切
　　第１回　平成23年３月31日（同日到着のものまで）
　　第２回　平成23年９月30日（同日到着のものまで）
６．審査方法
　　期間内に応募された讃樹會国外留学助成金交付申請に対して、理事会において、それぞれの申請に対する採択の是非
と給付金額を決定する。

７．留学成果等の報告
　　留学中の経過報告あるいは研究成果を本会主催の講演会、若しくは会報などで報告すること（形式などについては別
途連絡）を義務とする。

　　尚、報告義務を怠った場合には、助成金の返却を求める場合もある。
８．応募提出先および連絡先　　讃樹會事務局　TEL＆FAX：087－840－2291　E-mail：dousou@med.kagawa-u.ac.jp

 【平成22年度第２回　受賞者コメント】 
留学先機関：The Ohio state university, Collage of Medicine, Department of Neurological Surgery

　この度は、香川大学医学部同窓会讃樹會の国外留学助成金を授与いただきまして、誠にあり
がとうございました。国内、国外を問わず、外へ出て、新しい経験をすることは、今の自分を
見つめなおすという点でも大変重要なことであり、医師として、研究者として、あるいは人間
として成長できる貴重な機会なのだと思っています。見知らぬ土地で、真新しい環境で、勝手
の違う状態で物事を進めていくのは決して楽なものではありませんし、いままでの自分のあり
方を悔いることもあります。この助成金はそういった壁を打ち砕き、前へ進むための同窓生か
らの励ましのように思います。遠くから「頑張れよ」と言ってくれていると信じ、そのような
気持ちで、今回の受賞の一報を受けました。この受賞を励みに、更に精進して香川大学に貢献
できるよう努めてまいります。
　最後になりましたが、香川大学医学部同窓会讃樹會の益々の発展をお祈りしております。

小川　大輔
（平成15年卒）
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平成22年度第２回
【開催】平成22年11月10日（水）20：00～20：30

議長　大西宏明理事長
参加者　理事12名　委任状22名　執行部７名

１．会員名簿発行について
　髙橋会長から、会員名簿発行の有無と発行する場合の具体
的な内容について、理事会に承認を求められた。
　執行部としては５年振りに会員名簿を発行したい意向であ
り、準備期間が必要であるため発行時期は2011年９月とする。
情報提供に関しては、学年理事の方にも出来る範囲でご助力
をお願いする。形式は紙媒体で作成する。名簿の記載内容は、
従来の項目に加えてそれぞれの会員のメールアドレスを希望
者分は掲載する。（正会員以外は前回まではメールアドレスの
掲載がなかったが、今回から希望者のみ掲載する。）個別の情
報の掲載項目については会員は氏名、所属、勤務先の名称・住
所・電話番号とし、現住所については、今回は電話番号は割愛
する。準会員（在学生）も、現住所、実家共に、電話番号は不掲
載とする。配布予定先は従来通りとするが、配布予定先の全
対象者に希望を伺い、申込のあった場合のみ配布とする。今
回からナンバリングし、配布先情報を把握した上で管理し、名
簿の流出を防ぐ。広告協賛は募集しない。
　以上の提案がなされ、理事会において満場一致で承認され
た。

２．慶弔規程の「会員」の解釈について
　準会員の逝去に関して、現行の慶弔規程の内容に則って執
行する旨が確認された。現行の慶弔規定上の「会員」とは、正
会員・特別会員・賛助会員・名誉会員・準会員であり、「会員」を
対象とする条項は、全ての会員に執行されなければならない
ことが確認された。ただし、知りえなかった場合に関しては
やむを得ないこととする。
　この審議に関連して、「慶弔規程　第２条　会員、現・旧教授、
名誉教授が（以下略）」の「現教授」は既に特別会員であること
から、条項中の「現」を削除し、「会員、旧教授、名誉教授が（以下
略）」とすることが決議された。

３．国外留学助成金の審査・決定
　大森学術委員長から、平成22年度第２回の応募者２名の応
募条件及び申請書類に不備が無く、学術局及び執行部会の１
次審査を通過していることが述べられた。
　続いて、理事会による２次審査が執行され、国外留学助成金
交付が決定、承認された。

理事会議事録

慶弔規程

第１条 会員の逝去を知り得た場合には、その旨を速や
かに事務局に連絡する。

第２条 会員、旧教授、名誉教授が逝去した場合、役員
の会葬又は弔電および供花などにより、哀悼の
意を表し、後日会報にて全会員に通知する。但
し、会員相互で本会の名称を使用する場合には、
できるだけ速やかに理事会に報告する。

第３条 会員が逝去した場合の弔意は次のとおりとする。
　　　　①香典金　10,000円
　　　　②供花　　10,000円
　　　　③会葬できない場合　弔電および供花20,000円

以内（税込み）
　　　　④後日連絡を受けた場合　①のみ
第４条 会員の災害を知り得た場合には理事会にはかり

対処する。
第５条　会員中、破格の栄誉を受けた者は、適宜、理事

会にはかり祝意を表し金一封を奉じる。
第６条 本会に対し多大なる貢献を行った者に対して、

適宜、理事会にはかり感謝の意を表し、記念品
を奉じる。

第７条 その他、必要事項があれば適宜、理事会にはか
り決定する。但し、特別な事情により、この基
準により難い場合は、会長の判断で処理し、後
日理事会に報告し承認を得るものとする。

　　付　則
　　　１．この規定は2004年11月22日から施行する。
　　　２．2010年１月18日、会則一部改正。
　　　３．2010年11月10日、会則一部改正。
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　８月28、29日に第９回香川大学医学部附属病
院卒後臨床研修指導医養成講習会が開催されま
した。前年度参加された先生からはスケジュー
ルが過密であり、必死に取り組まなければなか
なか終わらないこと、晩に行われる飲み会が賑
やかであることなどを聞いていました。事前に
配布された資料には、ワークショップをともに
進めるメンバーが記載されており、大学内だけ
でなく県内各地の病院の先生方が参加されてい
ることを知りました。事前にスケジュール表が
配布されていたことで、時間配分なども早めに
知ることができよかったと思います。他己紹介
の時間は、参加された先生方の普段職場ではみ
ることのできない意外な一面を知ることがで
き楽しい時間であり、一気に場が和み、よいス
タートをきることができました。最初のワーク

　２日目には、模擬患者さんに協力いただき医療面接のセッ
ションが行われました。患者さんが研修医に癌告知をされ、
うつ状態となり、告知方法について患者の家族が主治医に意
見するという設定で、模擬患者さんとともに参加者が研修医
役、指導医役を演じました。
　私は演じる側ではなく、演技をみて意見を述べる側でした
が、普段の自分の対応と比較して、どうであるかということを
実際に考え、比較しながら演技の様子をみることができまし
た。ほかの先生方のクレーム時の対応などは普段みる機会は
なかなかありませんので、大変参考になりました。（巻き込ま
れないことが一番なのですが…）
　初日の夕食時にはイブニング講演として、石田セ
ンター長から、対象者を支援し成果をもたらす技法、
MedicalCoachingと題して、２日目ランチョン講演では廣畑
先生より香川県における医療提供体制の現状と課題という
テーマでお話いただきました。
　国診協の事業内容から今後期待される医療提供体制まで、
普段なかなか聞くことができない内容をわかりやすくお話し
ていただきました。
　初日の夕食後に行われた懇親会では、参加された県内の
様々な病院の先生方とお酒を酌み交わしながらお話すること
ができ、楽しいひと時となりました。
　今回取り上げられた問題については私自身にとっては難しい
ものも多く、すべてを吸収することは難しかったのですが、臨床
現場で研修医、学生の教育へ関わる者として、一度知っておいて
よい内容であったと思います。
　日常診療の合間の貴重な週末を利用して開かれる講習会で
あり、参加するからには今後の診療、教育に少しでも役立てて
いきたいと考えていました。今回スケジュールをかなり密に
して２日間という短い期間でまとめていただき、効率よく討
論、発表を進めることができたと思います。
　また、私としては各先生方の講義の内容は初めて知る内容
が多く、興味深く拝聴しました。
　最後になりますが、今回の講習会で指導していただいた各
先生方はじめ、事務の方々へ感謝申し上げます。

第９回卒後臨床研修 
指導医養成講習会に 
参加して
香川大学医学部内分泌代謝・血液・
免疫・呼吸器内科　　　　　　　　

菊池　史（平成15年卒）

ショップでは、卒後臨床研修の充実に向けての問題点につい
てKJ法を用いてまとめていきました。様々な意見をまとめ
る方法として私自身が時折参加させていただく糖尿病教室
などに生かすことができるのではと思いました。各ワーク
ショップ終了後には発表時間が設けられていましたが、制限
時間がきっちりと設定されていたので、無駄な時間もなく、て
きぱきと討論を進めることができたと思います。
　カンファレンスなどで発表することには慣れているつもり
でしたが、皆で話し合った結果を報告する、という形式での発
表は学生以来でしたので、学級会などを思い出すようでした。

香川大学医学部附属病院卒後臨床研修指導医養成講習会（第九回）平成22年８月28、29日開催
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　「讃樹會」会員の
皆様、日頃より「香
川大学学生ACLS
勉強会」の活動に
ご理解とご協力を
いただきまして、
誠にありがとうご
ざいます。私たち

は、学生向けのICLS講習会やBLS講習会を開催している学生
主催の勉強会です。立ち上げから早６年が経とうとしており、
現在は医学科・看護科を合わせて20名ほどが所属しています。
　ICLS（Immediate Cardiac Life Support）とは、日本救
急医学会が推進する蘇生トレーニングコースで、心停止患
者さんに対する最初の10分間の対応方法を学びます。ま
た、BLS（Basic Life Support） お よ びACLS（Advanced 
Cardiovascular Life Support）はAHA（アメリカ心臓協会）
による一次、二次救命講習会で、BLSでは特別な機材を必要
としない救急蘇生処置を、ACLSでは心停止に加えて主に徐
脈・頻脈の対応を学びます。近年、こうした講習会が様々な地
域や病院で開催されており、耳にされたことのある方、実際に
受講された方も多いと思います。
　これらの活動は学生の間でも盛んに行われており、東京・大
阪はもちろんのこと、中四国の各大学、北陸、九州などの各地
で、学生の手によってICLSやACLS講習会が開催されていま
す。最近では一般市民向けに講習会を開催している大学も増
えてきており、確認できているだけでも四国４大学をはじめ、
岡山大学や佐賀大学、東京医科歯科大学などと全国的な活動
となってきております。私たちも一昨年より、一般市民向け

香川大学学生ACLS勉強会 

活動報告2010

代表　医学科５年　鈴木健太

医学科５年生と本院研修医・ 
指導医との懇談会

救急蘇生講習会を開催しております。今回の寄稿では、今年
開催できた講習会についてご報告させていただきます。

【2010年活動内容】
７月18日／第10回学生向けICLS講習会
９月４日／香川大学サークルリーダー研修会にてBLSを紹介
10月９、10日／香川大学医学部祭にてAEDの展示とBLSを

紹介
11月14日／糖尿病プロジェクトイベントにてAEDを紹介（於 

ゆめタウン高松）
11月30日／第12回一般向けBLS講

習会「さぬき警察署」様
を対象に開催

　７月に開催した医学部生向け
ICLS講習会を皮切りに、今年は計
４回の一般BLS講習会を開催する
ことができました。９月４日には、
香川大学サークルリーダー研修
会の参加者を対象にBLS講習会を
開催いたしました。参加者の数が
200名弱という大人数ということ
もあり、講習会自体を２度に分け
たり実際に実習を行っていただく
方を絞ったりとアレンジしました
が、やはり無理があったように思
います。やはり１回の講習会で対

▲【さぬき警察署でのBLS
講習会；呼吸の確認。写
真は警察官の方が「見
て！聞いて！感じて！
1、2、3、4、5！」と
しているところ。】

　平成23年度にマッチングを控える５年生を対象にした「医
学科５年生と本院研修医・指導医との懇談会」が11月8日（月）
18：00から臨床講義棟で開催され、同学年の半数強が参加し、
同窓会からは懇談会の潤滑油的な軽食のサポートを行った。
　懇談会は、石田病院長・卒後臨床研修センター長の挨拶で開
始され、松原修司副センター長から平成22年度マッチング結
果と研修プログラムの説明があった。MANDEGANの特徴
として、プログラムの自由度の高さは多くの先輩がまず第一

に挙げるところであるが、本年から１年目でも希望者には院
外での研修が組み込める点も説明された。続いて、研修医1年
目（内藤宏仁先生、中村英祐先生）と２年目（北野洋一先生、松
本敦志先生、松村義人先生）、研修修了（本院循環器・腎臓・脳卒
中内科 石原優先生）の先輩によるパワーポイントでのプレゼ
ンテーションでは、本院研修のメリッ
トとして「協力型病院が多い」「時間的
に余裕を持って2年目の選択ができる」
「選択肢が非常に多い」、また、研修先
を選ぶにあたっては目先の2年間だけ
ではなく、将来を見据えて決めた方が
いいとのアドバイスが多かった。現役
研修医・指導医であり母校卒業生なら
ではの有意義なアドバイスが続き、参加の学生は熱心に聞き
入っていた。
　更に本年は、坂出市立病院から田岡輝久副院長と、さぬき市民
病院から徳田道昭院長と中尾克之先生の参加があり、それぞれ
の病院の概要、研修プログラムの紹介など、研修医が実際お世
話になる協力型病院の特徴をより詳しく聞くことができた。

　最後に石田病院長
から、「情報をきちん
と把握して、母校で
研修し専門医を取っ
て、８年後は世界に
飛び出す気持ちで研
修してほしい。」との
激励で締め括られた。
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応できる受講人数は10名～20名であると強く感じた講習会で
した。10月９、10日には香川大学医学部祭でAEDの展示や
BLS講習会を行いました。医学部祭の通りすがりにAEDを
見ていこうという方はもちろん、中には救急蘇生講習会目的
の来場者の方もいらっしゃり、改めて一般市民がこういった
講習会を必要としていることを実感いたしました。11月14日
には糖尿病プロジェクトイベントの一環として、買い物客を
対象にAEDの普及を呼びかけました。AEDの販売会社であ
る「フクダ電子」様と共同しての活動だったため、学生自身も
AEDについての知識をアップデートするよい機会になりま
した。これら３回の活動の中で、受講者の方々の「救急蘇生は
知りたいけど、どこにお願いしたらよいか分からない」という
ご意見を少なからず耳にいたしました。「ならば、学生が積極
的に地域へ出て行こう！！」と思い立ち、開催したのが11月30
日のさぬき警察署職員を対象とした講習会です。職員20名に
対し学生インストラクター８名で、人形４体を使用して開催
いたしました。警察官の方は研修等で救急蘇生をご存知だと
思っておりましたが、それはごく近年の話で、ほとんどの警察
官の方はそのような研修は受けていらっしゃらないとのお話
を実習中に伺い、大変驚くとともに講習会開催の必要性を実
感いたしました。
　今年開催した講習会で印象的だったのは、救急蘇生を知り
たがっている方がまだまだいらっしゃるということです。こ
の要望に応えるべく、現在医師をはじめ看護師、救急救命士の
方々が各地で講習会を開催しております。しかしながら、これ
らの職種の方々が大変多忙で開催できる講習会数に限りがあ
るのもまた事実です。そこで、時間に余裕のある我々学生が積
極的に講習会を開催し、救急蘇生普及活動の一端を担えたらと
考えております。もちろん「救急蘇生」というものを扱う以上、
学生だからといった甘えは絶対に許されません。スタッフ一
同、これまで以上に気を引き締めて、また今年は救急蘇生ガイ
ドライン変更がありましたので、そのあたりの最新知識も吸収
しつつ、今後も活動を続けて行きたいと思っております。
　最後になりますが、このような講習会を続けてこられまし
たのも、讃樹會会員の皆様からの資金面を中心としたさまざ
まなお力添えがありましてのことです。ここに、深くお礼申し
上げます。また、日ごろより私どもの活動に対してご理解と
ご協力をいただき、講習会開催にあたりまして数々の助言を
頂いております香川大学救急救命センターの黒田泰弘教授に
も、この場をお借りいたしましてお礼を申し上げたいと思い
ます。讃樹會会員の皆様には、今後とも私たち学生の活動に
さらなるご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

▲【さぬき警察署でのBLS講習会；胸骨圧迫とAED使用。講
習会の終盤では、簡単な状況設定をして、リアリティのある
緊張感のなか、総復習を行っていただきます。「今日は警察
官定期研修の日です。さぬき警察署内にある研修室へいく
と人だかりができていました。どうやら、人が倒れている
ようです。救命しましょう！」など】

▲【糖尿病プロジェクトイベント；AED実習風景。右がス
タッフ。本物そっくりのトレーニング器で実習していただ
きます。使い方が分かるということで好評です。】

▲【第10回医学部生向けICLS講習会；集合写真。黒ポロシャ
ツがスタッフです。朝8時半～夕方18時までの充実丸1日
コースです。終わったころには、受講生もスタッフもへろ
へろです。】

▲【香川大学サークルリーダー研修会；人形を用いた実習風景。胸
骨圧迫の手技は重視しています。】
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国際交流 

―国内向け国際交流 
　 事業支援―

河北医科大学から医学生が香川大学訪問
　７月26日～８月２日の日程で、協定締結校である河北医科大学の学生15名及
び引率教員２名が日本語語学研修プログラムに参加するために香川大学を訪問
した。その間、国際交流委員会の企画で７月28日に医学部に彼らを招き、留学生
や医学科学生を中心に懇親会を開催した。
　中国の医学部に在学する学生と、医学科学生との交流は今回が初めての試み
であり、学生たちの中には中国の医療や社会・文化などに興味を持っている学生
も多く、今回、学生の受け入れが実現して大いに交流が深まった。学生たちは、
医学部附属病院の見学や交流会へ参加した。本学医学科の学生は、平成23年3月
頃に、河北医科大学を訪問する予定である。

　2010年冬季国際交流プログラムとして、香川大学医学部が
主催し、国際交流委員会の企画において、大学間および学部
間交流協定を行っているブルネイ・ダルサラーム大学（UBD）
医学部との国際交流プログラムが開催された。2010年12月６
日から23日の期間にUBD医学部学生計８名が医学部を訪れ
た。今回のプログラムのテーマは「糖尿病とその合併症」であ
り、糖尿病克服プロジェクト「チーム香川」や救命救急心肺蘇
生法講習会での実習、および基礎系、臨床系各講座の訪問、解
剖学実習とその試験、香川大学医学部学生との交流、２泊３日
のホームステイや学習報告会等を行った。最終日の23日に
はプログラムでの最終発表会の後、医学部国際交流委員会が
共催するレセプションとしてFarewell Partyを行った。この

プログラムは2007年と2009年冬に引き続いて今回が３回目で、
UBD側でのプログラムに対する評価は非常に高く、継続的開
催が希望されている。
　partyは事前準備から当日の式進行に至るまで学生が主体
で行われ、UBD医学部学生と香川大学医学部学生、教員や事
務官ら大学関係者、ホームステイの受け入れ家族の方々の合
計77名が参加した。両大学学生の歌やダンスなどのパフォー
マンス等で盛り上がり、参加人数はこれまでの最多だった。

香川大学医学部とブルネイ・ダルサラーム大学医学部との
国際交流プログラム

－2010年冬季国際交流プログラム（第３回）－

医療情報部を見学中の河北医科大学学生

医学部附属病院食堂ペオニーコートで行われたFarewell Partyにて
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聞き手／名誉会長　濱本龍七郎
 於　管理棟３F　応接室

Series 教授の横顔

歯科口腔外科学講座
　松井義郎教授

日時　2010年12月14日（火）
　　　13：00～14：00

濱本　本日はご多忙の所、同窓会報企画であります教授の横
顔シリーズにご協力いただき誠にありがとうございます。松
井先生は平成21年の12月に赴任されましたが、香川大学医学
部の印象はいかがでしょうか。
松井　私は出身が東京で、むこうに帰れば違いはどうかと聞
かれるのですけれど、お陰さまで、医局の先生たちはみんなよ
くしてくれますし、熱心に勉強して仕事もしてくれるので非
常に助かっています。社会人大学院生も含めますと５、６人
増えており、来年春からまた人数が増えると思います。大分
活気が出てきたと思います。更に、香川県の地域医療のため
に香川大学の存在意義が確実に強くなってきているという印
象があります。大学の先生方が頑張っていらっしゃるのと、
研修医制度も影響しているのかもしれません。
濱本　東京医科歯科大学をご卒業後はすぐに佐久市立浅間総
合病院に勤めておられますね。
松井　我々の頃は研修医制度がなく、卒業後は大学の医局に
残ってキャリアを積んでいくか、特に歯科の場合は最終的に
は殆ど開業するので、まずは開業医の先生のもとに勤めるか、
というのが大きな流れでした。
濱本　その後、昭和大学に行かれたのはどうしてでしょうか。
松井　卒業すれば一人前と思って臨床病院で何でもやってい
たのですが、やはり卒業の学習レベルでやれることはたかが
知れているので、一番苦労した部分をもう少し勉強しなくて
はいけないと思い先輩に頼んで昭和大学にお世話になること
にしました。
濱本　それからずっと昭和大学におられて、1989年に癌研究
会附属病院、その後、ドイツのハノーバー医科大学に留学され
ました。
松井　今、開業医の先生でも盛んにやられている歯科インプ
ラントの手術方法や材料が確立された時代で、インプラント
で世界的にも有名な先生がそちらにおられましたので勉強さ
せていただきました。
濱本　インプラントの先駆けの時期だったのですね。
松井　現在一番評価の高いインプラントが日本に初めて入っ
てきたのもそのくらいなのでそのちょっと先駆けと言ってい
い頃だとは思います。当時はまだまだ開業医の先生は勿論の
こと、大学でインプラントを本式にやっているところは殆ど
なかったので、そういう意味ではラッキーだったですね。
濱本　帰国後は昭和大学の講師になられてそちらに長くおら
れていますが、先生のパーソナルヒストリーとして一番印象

的なのは昭和大学でしょうか。その後2005年に横浜市立大学
の准教授になっておられますね。
松井　時間的には昭和大学が長かったのですが、やはり、横浜
市大にいた時に、自分のしていることを医療全体との関わり
の中で見ることが出来るようになったという意味で、一番意
義深かったと思います。
　それまでずっと歯学部にいたのですが、横浜で初めて医学
部の資格も得て、同じ内容でも全く違った視点からアプロー
チすることで大変勉強になりました。
　現在、大学の歯科口腔外科の臨床の大きな柱としては、イン
プラント、顎変形症という噛み合わせの異常を治す手術、口腔
癌の治療という３つの部分がありますが、幸い、横浜ではその
３つをバランスよくやることができましたので大変役に立っ
ています。

濱本　歯科口腔外科の教育に関してはどうでしょうか。
松井　医学部の学生さんに対して歯科と口腔外科を教えさせ
ていただいています。長年の日本の医療の歴史の中で、医学
と歯学が全く別物の体系として確立されて存在してきたので
すが、やはり人間の体は一つですから、必ず関連があるわけで
す。例えば、糖尿病一つをとっても、糖尿病の治療をするため
には口の中の歯周病を治すことが重要だという話も確立され
てきていますし、口の中を綺麗にすることが誤嚥性肺炎の発
症率を下げるというエビデンスも出てきていますので、やは
り口と全身というのは繋がっている、全身の窓口であるとい
う意識がこれからどんどん広がっていくことが必要だと私
は考えています。実際、学生さんの講義とか臨床の実習に当
たっては、全部は繋がっているという部分を強調して教える
ようにしています。
濱本　医学教育においては、全身につながる歯科を教育する
ということですね。研究はどうでしょうか。
松井　いろいろな研究を行っていますが、長年、系統的にやっ
ているものはインプラント関係の基礎研究から臨床応用まで
です。インプラントは、もはや適応拡大という時代ではなく
て、骨の無い場合の骨再生をいかにするかといった研究をメ
インの一つに据えてやっています。
　また、開業医の先生方が出来ないような難易度の高いイン
プラントの症例を扱うことも、大学の役割の一つでしょう。
　大学は研修機関ですので、例えば開業医の先生方を対象に
定期的な研修会を開催したり、一緒に手術に入るとか、症例の
検討会を行ったりといったシステムを作って地域貢献もして
いければと思っています。
濱本　これまで教室で続けられてきている研究に関しては、
いかがでしょうか。
松井　やはり、今までの育ってきた芽をつぶすということは
医局全体の力をそぐことになるので、勿論続けて研究をやっ
ていただきたいと思います。あと、医局の中で、それぞれの人
間がいることが必要なのだということをわかっていただいて、
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今までやっていなくても、今度こういうことを始めますか
ら先生やってくださいね、みたいな形でそれぞれの先生に
お願いをしてやっていただいています。
濱本　今までやっていた研究に先生のお考えの研究をプラ
スされるのですね。
松井　ですので、それぞれの先生方にとっては大分忙しく
なっていると思います。お陰さまで患者さんの数も増えて
きていますので臨床も忙しいですし、結構大変だろうなと
思います。
濱本　学生はどうでしょうか。
松井　私が接するのは講義と臨床実習が主体ですけれども、
前任地の横浜と比べてしまいますが、本学の学生さんはや
はり非常に真面目です。よくいえば、すれたところがなく
て、高校時代からの優等生がそのままの形で大学の臨床実
習まで上がってきているというような気がします。
濱本　昔に比べれば真面目で小粒になったと言われますね。
香川大学が統合して７年になりますが大学に望まれるもの
は何かございますでしょうか。
松井　香川大学全体のいろいろな学部とコラボレーショ
ン出来て、香川大学発のような研究の一翼が担えたらなと
思っております。
濱本　やはり工学部でしょうか。
松井　そうですね。工学系を中心にいろいろと情報を集め
てやっています。あとは、もともといた方が希少糖の研究
をされているので農学部の先生方ともと思いますが。実は
先ほどからお話をさせていただいているのは骨再生のお話
なんですけれども、また全然別の分野ではバーチャルリア
リティの研究を手掛けています。外科手術の訓練システム
の開発を北陸先端技術大学院大学という工学系の大学の先
生とここ数年行っていまして、そういった関係からの工学
系の先生とはなるべくコラボレーションできたらと思いま
す。

濱本　最後に、卒業生に望まれることがありましたらお聞
かせください。同窓会はちょうど25周年で卒業生も2500
名となり、新設医大の同窓会としてはかなり活発な方だと
思っています。
松井　先ほどもお話させていただきましたが、やはり、私た
ちは医学の一分野を担っているという認識がありますので、
歯学と医学はすごく近いということをご理解いただいて、
歯だけではなく口全体を診る領域の科ですから、もしそう
いう患者さんでお困りの方がいらっしゃったらご紹介いた
だいたらと思います。学生さんも多くの患者さんに接する
ことでき、非常に勉強になります。卒業生は地元にどのく
らい、いらっしゃるのですか。
濱本　香川に残っている卒業生は700名くらいで、大学に
300名、開業医が50人で、全体の半分は勤務医をしておりま
す。
松井　もう一つ取り組む問題を挙げるとすれば、関連病院
が殆ど無いので、せっかく一所懸命医局員を育てても、そう
いう人たちを活躍させる場所が無いことです。今、病院の
中の歯科口腔外科というのは不採算部門で、どんどん無く
なっていっています。しかし、今後は歯科口腔外科は役割

的には非常に大事な部分を占めるというふうに私は理解し
ています。ここ数年で歯科口腔外科のポストが増えるとは
思っていないのですが、研修医制度が出来て、地域医療の中
で香川大学の占める割合が重要度を増してきているのは確
かだと思うので、長期的な流れの中でそういったところにも
ご協力いただければと思います。
濱本　それは大事ですね。新設医大の卒業生の私たちの始
まりもそういう感じでしたね。もう行くところがなくて。
今はかなり、公的な病院に入り込んでいますけど。新しい市
民病院はどういう感じですか。
松井　市民病院は以前は歯科口腔外科があったのですが、不
採算部門ということでお取りつぶしになりました。今度建
つ仏生山の新病院では、計画としては歯科口腔外科が出来ま
す。ただ、５、６年先です。いろいろ運動を行いつつ、長い目
で、地道に自分たちの実績を地域の中で積んでいく方が先か
なと最近思うようになっていろいろなことをやっています。
濱本　普通の大学で今まで当たり前だったことが当たり前
でない分、先生が御苦労されなければいけないということで
すね。
松井　そうですね。でも、その分、苦労のし甲斐があるとい
うことです（笑）。
濱本　本日はお忙しいところ、ありがとうございました。
 

医学教育学講座
　岡田宏基教授　

日時　2010年12月21日（火）
　　　13：00～14：00

濱本　本日はご多忙の所、同窓会報企画であります教授の
横顔シリーズにご協力いただき誠にありがとうございます。
先生は平成22年４月１日に医学教育学講座教授として赴任
されましたが、以前、10年近く、こちらに在職されていまし
た。かつてと印象が変わりましたでしょうか。
岡田　以前は殆ど臨床一本でしたので、その時と比べると、
今回は、医学教育学の立場でカリキュラムを考えたり、学務
委員会に入ったり、基礎の先生との接触が増えたり、また、講
義棟に部屋がありますので環境も変わり、接する人が違っ
て、初めのうちは違った大学に来たような印象がありました。
それでも事務方は知っている方が結構おられるので話を通
せて仕事はしやすいです。
濱本　医学教育学の仕事を具体的にご説明いただけますか。
岡田　主に講義のコーディネートです。自分で行う講義は
少ないのですが、次年度の講義を組むために、できるだけ先
生方の講義を聞くこともしています。そのため、１年生の
来る水曜日は忙しいです。更に全学の共通講義もコーディ
ネートするように言われています。教育のお世話と言って
いいと思います。
濱本　全学年が対象ですか。
岡田　１、２年が中心ですが、５年生もあります。各教授に
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統合講義のディレクターをお願いするのですが、１月には次
年度のシラバスを組み上げないといけません。
濱本　医学部入学者への医学の導入編と、臨床にいく手前の
講義をコーディネートされているということですか？
岡田　１年生については、週に一回こちらに来る時に、前期
では医学概論とか早期体験医学とかをやります（これは私の
担当ではありません）。これら２つの講義は、シリーズでい
ろいろな方にオムニバス形式で講義をしていただき、それを
受けて後期では「21世紀の社会・環境と保健医療福祉」という
シリーズ講義の中で公衆衛生的な内容をするのが去年まで
多かったです。今年は、少し臨床寄りに変えて、医学をとり
まく周辺のことを盛り込んでやっているところです。
濱本　それでは、ご経歴を最初からお伺いしたいと思います
が、岡山大学医学部を卒業されて九州大学医学部心療内科に
行かれ、香川大学の第一内科に入局されておられますね。
岡田　岡大在学中から心療内科を希望していましたので、と
りあえずまずは内科をしっかりやろうと思い岡山で２年研
修し、その後九大に行きました。九大では、心理療法によっ
て喘息が良くなるということに興味を持ち、喘息を専門に選
びました。九州には３年いて、新しいことをやるなら新設大
学がいいということで、昭和61年に香川に来ました。
濱本　本学の第一期生が卒業した年に、来られたのですね。
岡田　NTT病院で４年余り勤務した後、国立精神・神経セン
ター心身医学研究部長とのご縁からそちらに移って新たに
勉強させていただき、それから総合診療部に帰って来させて
もらいました。心療内科はいろいろな人を鑑別診断しない
といけないという意味で総合医であり、そこが総合診療と結
び付きが大きいところだと思います。教育との関わりは総
合診療部からです。
濱本　平成９年には総合診療部の講師と医療情報部の副部
長を兼任されておられますね。
岡田　総合診療部教授の戸谷先生が医療情報部長を兼ねて
おられた関係で、総合診療部にいた私も関わらせていただく
ようになりました。
濱本　平成13年に正式に医療情報部が開設された時に総合
診療部を離れて、医療情報部助教授に就かれておられます。
その後、岡大で総合患者支援センターの副センター長をされ
た後、こちらに赴任されたのですね。非常に面白い経歴です
ね。
岡田　やっていることがばらばらにもみえますが。
濱本　いえいえ、最終的には統一されているように思います。
岡田　今回、医学教育をさせていただくにあたっては、それ
らが全部役に立つところだろうというのはあります。私の
中心は心身医学ですから、コミュニケーションということが
核としてあり、それが模擬患者さんの育成や医療面接につな
がり、医学教育と関わりが生まれてきました。岡山では患者
サービスプラス地域医療連携に関わりましたが、それらが全
部、医学教育にとって役に立つものかなというのがありまし
て、最後の落ち着き先として来させていただいた次第です。
たまたま、そういう巡りあわせになったということで、あり
がたいと感じております。

濱本　ここの学生はどんな感じですか。

岡田　１年生、２年生をお世話をしていて感じることは、こ
の子たちは本当に医者になるのかなと思うのです。
濱本　どうしてそう思われるのですか。
岡田　医学に対する関心が乏しい学生が多い印象がありま
すし、もっといえば、世の中に対する関心もすごく少なくて
視野が狭いのではという印象を最近持っています。
濱本　何に興味を持っているのでしょうか。
岡田　１年生はまだそんなに勉強がありませんから部活と
アルバイトでしょうか。当然、（自宅生以外は）新聞はとらな
いのでニュースがわかりません。今回の膵腎同時移植の成
功について、手術の翌日、ポリクリの学生さんに良かったよ
ねと話を振ったのですが知りませんでした。「最近の若い者
は」とかあまり言いたくないですけど、私が学生の頃は医学
の教科書を買うことや、ラテン語の講義などを受けることで
専門家になったような嬉しさを感じたものです。しかし最
近の学生さんは面倒くさい、英語も嫌い、ラテン語も嫌い、日
本語でわかりやすいことをしてほしい、みたいな気持ちが強
く、プロ意識ってなんだろうなというのをすごく感じます。
１年生対象に「笑いと医学」という話をしてもらった時にも
講師の先生が、皆さん落語を聞きますか、漫才は？皆さん、幸
せですかと聞くのですが、反応が極めて乏しいのです。でも、
学生気質がここ最近変わったわけではなく、それに在学中に
短期留学して頑張っている学生も多いですし、今年の春は国
家試験合格率が97％とすごい成績です。ですから入学後の
教育がいかに頑張ってなされているかということだと思い
ます。
濱本　その風潮は全国的なものかもしれません。
岡田　やはり、医者になりたいというより、よく言われてい
るように、成績、偏差値がいいから医学部に来たというのが
多いのでしょうか。それをいかに医学にもっと関心を持っ
てもらって、医学、医療は素晴らしいということを体得して
卒業してもらうか、というのが私たちの役目だと思います。
濱本　学生に望むこととしては、もっと大きな視野を持って
ほしいということでしょうか。
岡田　特に臨床であれば患者さんとの対話が必要です。自
分の専門の病気のことだけ知っているのではなく、患者さ
んの私生活のことや、仕事の内容とかをある程度知り、多少
社会の事やいろいろな仕事のことも知っていないと会話が
成り立ちません。それがあって初めて患者さんは先生にわ
かってもらえていると理解をして、先生の言うことも聞いて
みようかなという気持ちになるわけです。だから、もう少し
広い視野を持って患者さんと雑談が出来るようになってほ
しいというのが私の願いですね。そういうことを学生にも
言っていますし、そのために学生が興味を持てるような医学
の周辺の話を盛り込んでやっているつもりですが、もう一歩
反応が希薄なのでどうしたらいいのかと悩みが深いところ
です。

濱本　医学部は開学後30年が経ちましたが、それだけの大学
になっていますでしょうか。
岡田　いろいろな意味でなっているのではないかと思いま
す。教育はむしろ、前任地よりよくやっているのではないで
しょうか。教員が熱心だと思います。それが卒後臨床研修
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のマッチング100％に繋がったと思います。卒後臨床研修セ
ンター松原先生などの努力も勿論あるでしょうが、ポリクリ
を回っても各先生が熱心に指導してくれたりすると、ここで
研修をしたらよく教えてもらえるという期待につながりま
す。やはり、放っておかれると、卒業して研修で来てもこん
なものかなと思ってしまいます。一方、研修医がいることで、
若い看護師さんたちも研修医と苦楽を共にして一緒に伸び
ていけますから、研修医がいるのはそういう意味でもいいこ
とです。
　香川大学の教育の熱心さは、国家試験の合格率にも表れて
いて、そこがよく頑張られていると思いますよね。僕はむし
ろプレッシャーでした。97％という成績が、僕が来てから悪
くなったといわれたら困るじゃないですか。

濱本　最後に総合大学の中の医学部、または大学に求められ
るものをお聞きします。
岡田　勿論一つは医育機関だから、しっかりとした広い視野
を持った医師になる人材を育てるというのが一番大きいで
しょう。あとは地域の医療の先頭に立って、先進医療をして
いくということも当然求められます。そういう意味でも今
回の膵腎同時移植の成功は大きなニュースだと思います。
　それから、原先生の元で医療情報部にいたので関心がある
のですが、地域の医療機関とのネットワーク作りを手掛けて
いかないといけないですね。その領域の最新の情報と、今、
実際に大学病院でどこまで出来るのかということを紹介す

れば、患者さんもわかりやすく、紹介する方もわかりやすい
です。それをするのも大学病院の使命だろうと思います。
濱本　同窓会に望むことはいかがですか。
岡田　よく組織されていると思いますので、そのネットワー
クを活用して、医療・医学についての情報をフィードバック
してほしいと思います。外に出てしまったら、卒業生という
だけで関係無くなってしまいがちですが、行かれた大学や医
療機関では何をどこまでどうされているのかという情報を
同窓会で集めてほしいなと思います。
濱本　時間はかかりますけど、それは出来ると思います。
岡田　それを蓄積して、その先には講義に来てもらうとか、
それぞれの場で彼らが教えてもらったことを母校の教育な
り医療に役立てるということが出来たらいいだろうと思い
ます。
濱本　そうですね。ご提言として是非、承ります。
岡田　また、ｅ-ラーニングというのが流行っていて、そのシ
ステムやコンテンツの中身を作ったりすることも僕の仕事
として求められているので、そういうのもまた協力していた
だきたいです。著作権やネットワークでの配信にはまだま
だ課題がありますが、例えば内科などの地方会で発表したり
する珍しい症例などを、ｅ-ラーニングのコンテンツにして、
地域の先生方に勉強してもらったり、症例の登録にも協力し
ていただくようなシステムを作ろうと思っています。
濱本　協力したいと思いますので、何かあれば声を掛けてい
ただければと思います。本日はありがとうございました。
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かり行い、来ていただいた患者さんに
は満足いただけるようにと言う気持ちで
やっている。MRを備えたサテライトク
リニックを計画中であり、脳外科クリニックのチェー
ン展開・ローソン化をめざしている。
　といった感じで誇大妄想癖のほら吹きであることは
当時と変わっていないようだ。しかし、当時、予想も
しなかった政権交代が実現し、カイワレ大根を頬張っ

ていた菅さんが総理大
臣になってしまった
り、リーマンショック
からの未曾有の経済危
機、アテネオリンピッ
クを開催したような一
国家･ギリシャが経営破
綻してしまうような時
代、今後も何が起こる
かわからない。
　22年夏、四国大学脳
外科野球大会で高知大

学、徳島大学を自慢の速球でねじ伏せ、優勝すること
ができたことなどをはじめ、多方面において大変満足
の10年間であったことを皆様に感謝している。また、
さらなる10年後に原稿依頼をいただくことを楽しみに
して、上記した目標を達成できるように日々、精進し
ていきたい。

「10年後の私」の10年後 其の二　

　約10年前、「10年後の私」を載せていただき、当時
の教授から病棟回診のときに、「威勢がエエノ～」と
言われたことを思い出した。その教授も退官され、現
教授は私ではないことは自明のことである。10年前に
投稿させて頂いた当時の大学病院勤務中は、ネガティ
ブデーターまで論文にする自他共に認めるインパクト
ファクターコレクターであった。しかし、手術をはじ
めとする臨床の力、学生教育への情熱、学会活動など
のアカデミックアクティ
ビティなどすべてが、前
教授の後継の器でない
ことは自覚しており、現
職が自分にもあっていて
日々診療も楽しく行って
いる。厚生労働大臣には
まだ指名いただいていな
いが、当時、変人扱いさ
れ世間から相手にされて
いなかった小泉純一郎氏
が内閣総理大臣になると
ころまでは見事に的中することができた。まだまだ、
小泉進次郎内閣での厚生労働大臣の可能性をさぐって
いるところではある。高松市郊外に開業した脳外科ク
リニックは当時の構想とは違い、無床でまだ造床・増
床はしていない。当然、治療は大学病院をはじめとす
る高次医療機関にお願いしているが、MR・CTをはじ
めとする診断機器をできるだけ備え、診断まではしっ

「10年後の私」の10年後
西高松脳外科･内科クリニック

松本　義人（平成元年卒）
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香川医科大学医師会会報　第11号誌（平成11年11月発行）より転載

10年後の私・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川医科大学脳神経外科　松本　義人

　10年前の、まだ残暑きびしい日曜日、香川医大内野球場では医局対抗野球大会が開催されていた。
前年に引き続き、脳神経外科ニューロンズは苦戦を強いられていた。大会後、ニューロンズは即戦力
投手の獲得にのりだした。そこに、将来の入局先を決めかねている、スピードボールが自慢の６年生
野球部員がいた。
　10年間を振り返ると強い信念をもって医局、大学院入学を選んだのではなく、また、入局後の研究
テーマも同級生がはっきりと脳循環の研究をしたいと表明したため、残った脳腫瘍の研究をすること
となった。医者、研究者として、全く主体性のないスタートであった。しかし、脳腫瘍の抗癌剤耐性
の研究で学位を取得し、３年近くにおよぶアメリカ留学もでき、帰国後も特に苦労なく脳神経外科専
門医試験も合格できた。順風満帆とは言わないが激動の世界情勢、バブル崩壊後の混乱の日本の状況
と比較すると平和に過ぎた10年間でもあり、何の後悔もしていない。その時々に全力をつくし精進し
てきたという自負はあるが、やはり、主体性に欠け、大きな決断は自分自身で行わずにすませた10年
間であったように思う。
　これからの10年は強い信念をもって目標に向かって突き進むぞ、と10年後をいろいろと想像してみ
る。10年後と言えば我が師も現職にはおられず、その椅子に座っている私、あるいは高松郊外に裸
一貫ではじめた病院がおおはやりで新たに300床の増床の竣工式に院長として出席する私、またまた、
衆議院議員として３回目の当選を果たし、小泉純一郎内閣総理大臣より医者としての経験を買われ厚
生大臣に任命されている私など思い浮かべる。いずれもこの10年間、浮草のように周囲に影響されて
過ごしてきた私には相当の意識改革が必要で、やはり、これからの10年も流れに身を任せながら過ぎ
ていくように思う。とはいっても現在の自分の置かれている状況が良き師、先輩、仲間に恵まれてお
り、その導きに任せればよいという安心感がそうさせるのは言うまでもなく（これが誤認でないこと
を祈っている）、感謝している。
　ただ、脳神経外科に入局したというより、ニューロンズに入部したと言ったほうが適当な私として
は、10年後の決勝戦のマウンド上には、すでに威力を失ったスピートボールを捨て変化球で最後の
バッターを仕留める私の雄姿があることだけは強く希望したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川医科大学脳神経外科　
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支部会・懇親会

香川大学医学部ラグビー部OB会20周年記念祝賀行事報告

香川大学医学部ラグビー部OB会副会長
香山　浩司（平成３年卒）

　今年、香川大学医学部ラグビー部は創設20周年を
迎えました。OB会は毎年４月に開催していましたが、
三連休の中日となる９月19日午後より、OB会総会、
交流試合、記念講演会を、夕方より高松丸亀町のパパ
スカフェにて記念祝賀会を開催しました。
　秋晴れの１日は、まず津川猛士名誉会長（３期生）
の挨拶で始まりました。交流戦は見学しているだけで
頭がぼーっとするほどの激しい残暑の中、多くの方々
がハツラツとしたプレーを見せてくれました。対戦相
手の讃惑チームには70歳以上の方もプレーしていまし
たが、けが人も熱中症もなく、無事に終了することが
できました。
　記念講演会は初代顧問の佐藤忠文先生の御尽力で元
日本代表フランカー、スクールウォーズの主人公のモ

デルでも有名な京都市立伏見工業高校
ラグビー部総監督の山口良治先生をお
招きすることができました。講演会場
である臨床講義棟２階には、香川県下
の高校ラグビーの関係者を含め、約
100名が出席し、ユーモアと迫力のあ

日　　程　平成22年９月19日（18時～20時）
場　　所　パパスカフェ（高松市丸亀町）
参加人数　78名（来賓５名、招待２名、OB39名、現役部員32名）

る講演を聞くことができました。特に1971年の対イン
グランド戦前日から直前のロッカールーム内の緊迫し
た状況など、ジャパンの選手でなければ知り得ないお
話を聞かせていただき、とても感動しました。
　その後、場所を街中に移して記念祝賀会が開催さ
れました。まず、外山芳弘OB会長（３期生）の開会
挨拶があり、続いて香川県ラグビー協会理事長　和田
祥司様、環太平洋大学教授　佐藤忠文先生（初代顧
問）、香川大学名誉教授　田邉正忠先生（二代目顧問）
の３名の御来賓より祝辞を頂戴しました。そして徳島
大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部保健科学教
授　生島仁史先生（３期生）の御発声による乾杯で宴
が始まりました。あえて特別な余興は準備していませ
んでしたが、昔話、現況の報告、ラグビー談議などあ

前列左から　生島仁史（S63卒）、岩田修（S63卒）、外山芳弘（S63卒）、香川　順様（招待者）、小泉節子様（招待者）、
　　　　　　佐藤忠文 先生（初代顧問）、山口良治先生（環太平洋大学学監）、和田祥司様（香川県ラグビー協会理事長）、
　　　　　　田邉正忠先生（2代目顧問）、高木　智先生（高松北高ラグビー部監督）、岸本正文（平成元卒）
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ちこちで盛り上がり、会場内は終始楽しい雰囲気でし
た。ラグビー部御用達（と言うより20年にわたって御
迷惑のかけっぱなし）のパンプキンハウスのマスター、
ママさんも御招待しており、古参OBとの間で古―い
昔話で盛り上がっていました。終盤にさしかかり、現
役部員からの挨拶があり、北条雄大主将から部の現状
報告、続いて現役部員全員が各自自己紹介をしました。
適度に酔ったOBより激励のかけ声がかかり現役部員
も緊張しながらしっかりとアピールしていました。
　岩田整形クリニック院長　岩田修先生（３期生）に
よる中締めの挨拶があり、宴は終了したかと思われま
したが、特別講演をしていただいた山口良治先生が現
役部員を集めたかと思うと、熱い熱い指導が始まりま
した。当然、OB・OGも加わって、山口先生を中心に
人垣ができ、山口先生の言葉に釘付けとなりました。

全員で円陣を組み、山口先生へのエールを送ると、山
口先生からもエールをいただくという、感動的なエー
ル交換により祝賀会は終了しました。２時間ほどの会
でしたが、終了時は20時であり、当然まだまだ飲み足
りない酔いどれラガーマンは夜の街へ消えて行きまし
た。
　祝賀会を含めて、思っていた以上に盛大な１日とな
り、参加者からも「参加しようか迷っていたけど来て
ホントに良かった」、「ラグビー部に入って良かった」
などのお言葉を頂き、実行委員の一人としてホッとし
ました。今後も30周年、40周年に向けて、毎年のOB
会を充実していきたいと思います。
　最後になりましたが、、祝賀会を開催するにあたり、
讃樹會から御援助をいただき、充分な準備ができまし
たことを感謝いたします。

特別講演講師　山口良治先生 パパスカフェでの懇親会風景

左から岩田修、岸本正文、竹馬彰
左から藤原理朗、鈴木健夫、パンプキンハウスの 
ママさん、山本達雄、香山浩司、藤本洋和、高橋欣吾
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第３代関東支部会長就任と第９回関東支部会開催報告
讃樹會関東支部会は今年10回目を迎えます

横浜市立みなと赤十字病院　形成外科部長
伊藤　理（昭和63年卒）

　この度、讃樹會関東支部会会長（３代目幹事）に任命されま
した３期生の伊藤と申します。初代会長と苗字が同じなので、
ファーストネームのOsamuで憶えてください。北海道生ま
れの山口育ち、中学で東京に移り、高校は茨城県、早稲田大学
文学部を中退し、香川大学（医科大学）に入学して・・・と転々
としてきました。しかし、香川で大学・大学院後、附属病院、香
川県立中央病院等で働いて23年以上経ち、香川が終の棲家か
と考えましたが、人生何があるかわかりません。再び関東に
戻り、横浜のみなとみらい近隣の新病院設立に関わって６年
経過しようとしています。そろそろ年齢的にも移動は困難で
関東に留まらざるを得ないだろう、と前任者が考えられたの
か不明ですが、今回の支部会で会長のバトンを渡されること
に決まりました。伊藤正裕初代支部会長、江藤誠司２代目支
部会長から引き継いで、今年で10回目、来年創立10年となる関
東支部会をまとめ、さらに発展させる所存です。
　江藤誠司支部会長、伊藤正裕名誉支部会長のもと、第９回支
部会が東京駅新丸ビル内のインド料理レストランで2010年11
月20日に開催されました。今回、松下治北里大学教授にご来
賓として出席いただきましたが、先生は香川時代を懐かしん
で下さるようで高率に出席いただいています。開催１週間
前まで出席予定者が少ないとの情報があり（幸い直前の申し
込みで例年通りの人数になりました）、私も職場や近隣の同窓
生に声を掛け、同期の井上由実先生に参加していただきまし
た。井上先生とは横浜の現病院で卒業以来20数年ぶりの再会
ですが、普段は手術室でお会いするため、写真（当病院のパン
フレット２箇所に出演）のようなマスク姿であり、今回の支部
会で私の口髭姿（１年前より）に驚かれたことに、こちらも驚
きました。関東支部会は昨年からスタイルを変え、「銀座アス
ター」や「東京さぬき倶楽部」で行っていた頃の講演会付の重
厚な形式からカジュアル化し、同窓生が気軽に集まれるよう
に工夫しています。それでも、出席メンバーが固定しやすく、
若い同窓生の出席が少ないのが今後の課題です。１・２期生
の江藤・伊藤両先生の新宿での出会いと２
人が核となって同窓会を支えようという

意気込みが無ければ、関東支部会は出現もせず、９回続くこと
もなかったでしょう。今後は私が会長として３期生以下の核
となって、10回目以降の継続を目指し、若い同窓生の積極的
な参加を促進していきます。
　話は変わりますが、昨年春、首都圏医師テニス大会に参加し
ました。歴史ある大会ですが雨天中止が続き、昨年が７年ぶ
りの開催でした。私自身、「晴れ男」を自負しているので、初参
加が良い天気で面目を保てました。この大会は讃樹會関東支
部の同窓生がかなり頑張っており、歴代チャンピオンに那須
未生先生（11期生）や井上達史先生（12期生）、増本健一先生（14
期生）が名前を連ねています。今回は壮年部Ａで田中淳一先
生（３期生）・緑川剛先生（５期生）組が惜しくも２位、私は成年
部で参加数が少なかったため、３位をゲット。この大会参加
も田中先生が香川の硬式庭球部の核となって積極的に勧誘・
広報していただいたおかげで楽しめ、大変感謝しています。
　３代目会長として心強いのは、伊藤初代会長率いる東京医
科大学人体構造学教室が讃樹會関東支部会事務局をこれから
も代行して下さることです。今回も同医局の小川夕輝女史と
17期生の内藤宗和先生、平井宗一先生の御尽力により第９回
も無事に盛会となりました。今までの謝意を示すと共に10回
以降の支部会を一緒にお引き立て願います。
　また、江藤２代目会長が立ち上げた讃樹會関東支部会ホー
ムページをさらに充実させ、関東圏のネットワークを密に拡
大したいと考えています。2010年の会員数は423名となりま
した。最新の異動や情報不足を補い、名簿も充実させたいと
思います。ホームページを通して関東支部会から東日本へ拡
大するのも面白いですし、関東支部同期会や各スポーツ、趣味
の会ができていくのも良いでしょう。讃樹會本部の柚山稲子
女史のお仕事を増やすことになるかもしれませんが、今後、情
報提供や提案を受け止めていただければと思います。多数の
医学部と医師が存在し、医局や病院の壁が乱立している関東
圏では、一人で仕事をしていくのに様々な困難があり、寂しく

【出席者】
松下　治先生 ご来賓
楊　和紅 H8院 斉藤　弘 H1 堀池　篤 H9
江藤誠司 S61 石井靖宏 H3 三宅康弘 H9
北窓隆子 S61 岸田和彦 H4 岡田尚子 H12
伊藤正裕 S62 伊藤美奈子 H6 東　孝先 H14
青田洋一 S62 タナカ早恵 H6 幾世橋　佳 H14
内田光一 S62 松尾　寛 H6 田結庄彩知 H14
坂本和裕 S62 島　　昇 H6 内藤宗和 H14
高橋幸道 S62 直江伸行 H7 平井宗一 H14
伊藤　理 S63 宮崎達也 H7 平井美希 H14
井上由実 S63 成田和穂 H8 斉藤　成 H17みなと赤十字病院のパンフレットより
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感じることもあろうかと考えます。ホームページや関東支部
会の存在が同窓の心身の支えに少しでも貢献できるように頑
張ります。これからも研修医の職場選択の自由が続く限り、

関東支部会員はさらに大きな勢力になると思いますし、讃樹
會を基盤として、香川大学医学部の卒業生が日本・世界の医学
の中枢に大きく関わっていくことを展望します。

宮崎達也

タナカ早恵
斉藤　成

斉藤　弘

ご来賓の松下　治先生

江藤誠司

成田和穂

三宅康弘

直江伸行

堀池　篤

坂本和裕

伊藤正裕 高橋幸道

井上由実

楊　和紅

伊藤美奈子

幾世橋　佳

平井宗一

東　孝先

伊藤　理

松尾　寛

田結庄彩知

内藤宗和

北窓隆子 青田洋一

内田光一

岸田和彦

石井靖宏
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熊澤数正君を偲んで

５期生　小栗　剛　　　　

てしまったのです。すぐに大学病院に運ばれ、救命救
急部と脳外科チームの懸命の治療によって一命は取り
留めたものの昏睡状態に陥りました。身元の判明に手
間取り、後で卒業生だとわかって大騒ぎになったそう
です。同級生たちが各地に散って働き始めたばかりの
時期であり、すぐに報せが届かなかった人もいたかも
しれません。私は就職先の新人歓迎会を兼ねた医局旅
行の宴席でその信じ難い一報を受け、急遽帰宅し翌朝
一番の飛行機で香川に向かいました。既に親しかった
人たちが何人も集まっており、一緒に面会させていた
だきましたが、痛々しく頭部に包帯を巻いた彼とは言
葉を交わすことも叶いませんでした。帰りの寝台列車
に揺られながら、きっと元気になってくれと願う気持
ちとは裏腹に涙が溢れ出るのを禁じ得ませんでした。
彼は目を覚まさぬまま長い療養生活に入り、暫くして
ご両親のいらっしゃる岡山県の病院に転院されたそう
です。一度、岡山の療護センターに入院中の彼を見舞
う機会がありました。目の前にいるのがあの熊ちゃん
だと俄には信じられないほどに昔の面影を失くしてし
まった彼と会い、辛く悲しく気の毒に思うとともに、
この闘病生活が如何に過酷なものであったかを垣間見
た気がしました。私は最も親しかった友人のうちの一
人であったろうと思いますが、心が強くプライドを重
んじた彼が、こんな状況ではあっても同情の目で見ら
れることを決して潔しとはしないだろうという思いも
あり、不義理にも忙しさや遠方であることを言い訳に
その後もお見舞いを避けてきました。彼を大学に送り
出すまでとほぼ同じ長い歳月を毎日看病されて来られ
た、ご両親様のご悲嘆やご辛苦は如何ばかりか、今や
私も同じ親の立場として想像するに余りあります。厳
しい日々に堪えて来られたことに敬意を表します。友
であり医者でもありながら何一つ力になれず、熊澤君
やご家族様には本当に申し訳なく思います。交通事故
とは本当に残酷なものです。自らもハンドルを握る身
であり、せめて事故だけは起こさぬように改めて戒め
なければとも思います。彼は念願の医師としてまさに
これからという時に倒れてしまいましたが、多くの親
しかった人たちの心の中で、これからもいつまでも20
代の若者の姿のまま元気に輝き続けることでしょう。
「熊ちゃん、元気でいてくれたらどんな医者になって
いたのかな。皆、君のことは忘れないし、君の分まで
頑張っているよ。いつの日か、天国で中年や老人に
なった僕らに会ったら、あの眼鏡越しの爽やかな笑顔
で迎えてくれるかい。」

　平成22年９月24日午前２
時54分、本学医学部医学科
５期生、熊澤数正君がご逝
去されました。享年47（満
46歳）でした。ここに謹ん
でご冥福をお祈り申しあげ
ます。神様はどうしてこう
いう男を早く連れて行って

しまうのでしょうか。大学時代の熊澤君は長身を利し
てバレーボール部で活躍したり、社会医学研究会では
医師としての社会貢献のありかたを探求するような真
面目な医学生でした。後には弓道部に入って凛々しい
袴姿を披露するなど、爽やかな好青年で多くの人に愛
されました。もちろん女性にももてましたから、私は
羨ましく思ったものでした。４年生の時に、彼が学生
会の執行委員長として学生自治を担った際に一緒に仕
事をさせてもらったのが縁で、私たちは親交を深める
ことになりました。当時の自治会活動は、開学以来学
生会を支えてきた先輩達が抜けて低迷期を迎えてお
り、学生たちにもその必要性が顧みられなくなりつつ
ある時期でした。彼はそのような状況を憂えて、もう
学生運動がウケるような時代ではありませんでしたが、
大変なだけで得にもならない仕事を買って出たので
す。細身な見かけによらず馬力があり、ぐいぐい引っ
張るタイプのリーダーでした。持ち前の明るいキャラ
クターと人望のおかげで有望な後輩が多く加入し、活
動は一気に活発になりました。他大学や県内のいろい
ろな機関との連携にも力を注ぎましたので、後輩や学
外の人達にも彼を慕う者は多かったと記憶しています。
よく夜遅くまで大学会館の二階で議論をして別れ、翌
朝会うと「あのまま徹夜してレジュメを作ったよ。」
などと言っていましたね。私は徹夜が苦手で試験前の
切羽詰まった時でも貫徹できませんでしたが、彼は二
日連続の徹夜ぐらいどうってことはないと豪語してい
ました。仲間内では有名だった、なめ茸どんぶりの一
件のように、貧乏学生風の生活にも悲愴感は微塵もな
く、かえって笑い話にしてしまうような男でした。平
成２年の卒業式の日には、県外に出ることになった私
と互いの健闘を約束し合って並んで記念写真を撮りま
したが、それが最後の楽しい思い出になってしまうと
は思いもよりませんでした。熊澤君はそれから間もな
い６月のある日、愛車を運転して母校にほど近い交差
点を通過中に信号無視の車にぶつけられ、運の悪いこ
とに弾みで側面から電柱に激突して頭部に重傷を負っ

追 悼
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熊澤数正君を偲んで

市立島田市民病院　循環器科部長　荒木　信　　　　

　９月25日の夜に熊澤数正君の訃報が届いた。交通事
故の後、もう20年間も意識不明の状態であったことに
なる。可能性は低いとは思いながらも、心のどこかで
戻ってくるのではないかという気持ちがあっただけに
残念である。同時に御家族の精神的負担や御苦労は想
像できないほど大変であったろうと思う。
　今から25年以上も前となるが、５期生として昭和59
年に入学した当時、移動手段がないのと近い方が便利
との理由で、大学裏の紀尾井ハイツに入居することと
なった。当時入居していたのは香川医科大学の学生ば
かりで寮のような雰囲気であった。このような紀尾井
ハイツの２階で隣室であったのが熊澤君であった。隣
室ということで入学式以前より話をするようになった。
その後、経過は定かではないが、彼と同じ社会医学研
究会に所属することになった。昨年の春、久しぶりに
学会で香川を訪れた際にも同研究会のメンバーに集
まって頂いたが、この時も彼の話題が出た。彼も事故
がなければ、その場に居たかも知れない。少なくとも
そこには彼の居場所があり、これからも空席のままと
なってしまった。
　今でも研究会でのフィールドワークの時のことや酒
を飲んで二人で歩いて帰った時に紀尾井ハイツ前の坂
道で並んで寝転がり話をした時に見た真っ暗な美しい
星空が想い出される。彼が元気であったら、どんな医
師となっていたであろうか。その頃のことを思い出し

ていると医師としての原点に立ち返ることができるよ
うな気がする。香川を離れ故郷にもどったものの、地
域医療に貢献したいとの想いから現在の赴任先にとど
まることとなった。これからも、彼と話し、議論し、
学んだ、地域医療に彼の分まで貢献できるように頑張
りたいと思う。
　最後に１年次の終わりか２年次初めだと思うが研究
会のコンパで酔いながらもカメラを向けた私に気づい
た彼の写真を１枚。
　心の中で悼むことしかできないが、彼の御冥福を心
から御祈りしたい。

訃報
　　　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　平成22年12月ご逝去　　神原元子先生（旧姓長野元子先生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成７年卒）
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ブルネイ・ダルサラーム大学短期留学

３年　野々山　翔子

①　学習状況について
　Universiti of Brunei Darussalam（UBD）においての勉強で、一番
印象に残ったのはProblem Based Learning（PBL）だった。PBLと
は、ふだん私が香川大学で受けている講義とは異なり、与えられた
テーマをもとに自分たちで学ぶ、教えあう参加型の授業である。自
分たちが主体となって行うため、十分な予習がないと授業をすすめ
ることができない。授業はすべて英語で行われるため、予習や復習

はとても難しく、勉強の面でも言語の面でもUBDの学生にたくさん
助けてもらった。PBLは、自分たちで疑問点を見つけて進めていく
授業なので、学生の自主性を伸ばし、自分なりの勉強方法の確立がで
きると感じた。PBLのほかにも、香川大学では高学年で学ぶ、実際の
医療技術について学んだ。UBDではCCSと呼ばれる授業で、私は縫
合、注射、採血、問診について習った。どれも実際に医師になってか
ら欠かさず行うものばかりで、新鮮で楽しかった。患者さんを不安
がらせずに必要な情報を教えてもらう問診の授業が特に印象に残っ
た。病院見学に行ったときに出会った医師の一人が、とても優しく
患者さんに接しているのを見て、問診は医師にとってとても重要な
スキルなのだと感じた。
②　生活状況について

学生の短期留学/訪問報告

Universiti
Brunei

Darussalam
7月17日～8月21日

ブルネイ･ダルサラーム大学短期留学
４年　白神真乃
３年　木建　薫
３年　郡司朗子
　３年　野々山翔子
　２年　坂本あすな
　２年　森川真梨乃
２年　横井麻里

ブルネイ・ダルサラーム大学訪問
５年　鈴井　泉
５年　新里亜季

チェンマイ大学短期留学
４年　大熊康央
４年　林　千晴

Chiang Mai
University
7月30日～8月23日
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　ブルネイでは、UBDの寮に滞在した。寮には医学部だけでなく
ほかの学部の学生も滞在していて、友達がたくさんできた。UBDの
医学部の学生が、２～３人ずつ私たち一人一人のバディとしてつい
てくれていて、滞在中のアクティビティや勉強、普段の生活に至るま
でいろいろと世話をしてくれた。日常のちょっとした事にも相談に
乗ってくれたため、滞在中に困ることはあまりなかった。ただ、留
学の期間中にイスラム教の断食月が始まったため、日中にあいてい
るお店が少なく少し大変だった。ブルネイの人はみな優しく、行く
先々でいろいろな人にお世話になった。Foster familyでは、親戚中
で観光に連れて行ってくれたり、パーティをしたりと楽しく過ごさ
せてもらった。滞在中にお世話になった人々だけでなく、このプロ
グラムにかかわってくれた先生方に感謝の気持ちを伝えたい。
③　後輩へのアドバイス
　ブルネイでは、英語でのコミュニケーションが主体となるので、英

語の勉強は必須だと感じた。また、相手の国よりも先に、自分の国や
住んでいるところに関して勉強して参加するといいと思う。日本で
は、政治や宗教、文化についてあまり知らない人が多いが、ブルネイ
の学生は自分の国の動向にとても詳しかった。
　とても楽しく充実したプログラムなので、少しでも行きたいと思
うなら迷わず参加してほしい。日本ではできないたくさんの経験と
思い出を手に入れることができるし、それらはこれからの自分の財
産になると思う。
④　その他
　留学はとても充実して、有意義なものでした。勉強面だけでなく、
精神面でも鍛えられました。このプログラムに携わってくれた先生
や、職員の方々、また、プログラムを支えてくださった先輩方に感謝
して、後輩たちにこのプログラムの良さを伝えていきたいと思いま
す。

チェンマイ大学短期留学

４年　大熊　康央

①　学習状況について
●神経内科病院実習（northern neuro science center）
・脳卒中専用病棟stroke unitでの入院患者の回診
・レジデントによる症例報告会議同席
・４年生と合同での外来患者の問診、神経所見検査
・症例発表会聴講
●Dr.Siwaporn’ s clinic 外来での問診、神経所見検査
●その他の活動
・ミャンマー国境付近の無医村での医療ボランティア
　　診察ブース見学
　　散髪、患者の順序整理

・現地学生（International Medical Student Unit）との交流
・日本人留学生との交流（日本医科大学、順天堂大学、琉球大学）
②　生活状況について
　滞在はチェンマイ大学医学部の学生寮に宿泊させてもらいました。
ちょうど雨季ということもあり、ときおり激しいスコールに見舞わ
れましたが、寮から大学まで約２キロの道のりはほとんど屋根付き
の歩道が整備されています。寮や大学周辺はコンビニやスーパー、
お洒落なcaféまであり便利でまた治安もよく安心して生活すること
ができました。普段の身の回りの世話はチェンマイ大学医学部の学
生がしてくれ、ほぼ毎日食事や休日のレジャー等に連れて行っても
らいました。
③　後輩へのアドバイス
●病院実習に足りる医学知識を
　チェンマイ大学ではほとんどすべてが病院内での実習です。その
ため実習を行う科の専門知識を深めておくことが大切です。実際、
問診から神経所見の検査、学生同士のディスカッションから診断に
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至るまでをさせてもらいましたが、それらは基本的な知識
がなければできません。私は神経内科領域について統合講
義で一通り学んだつもりでいましたが、忘れている知識も
多くあり、留学前にCBT問題集やSTEPといった参考書で
知識を確認し、またOSCE対策の本で神経所見の診察方法
を脳神経外科の河井先生ご指導のもと事前に学んでいきま
した。
●医学英語の大切さ
　タイの学生はネイティブでないとはいえ、医学の知識は
英語で入っています。英会話力だけでなく医学英語をしっ
かり練習し、専門知識を英語で聞いてわかる程度にはして
おいたほうがいいと思います。実際とても頻回に患者さん
の容体説明をされ、そこでは専門用語以外にも、いろんな

種類の「痛み」や「だ
るさ」のような一般
的な言葉も入ってき
ます。私は医学英語や臨床英
語の講義で使うテキストなど
を見直し練習していきました。
実際は慣れない医学英語に加
え、タイ独特のなまりがある
ので慣れるまでしばらくかか
りました。彼らは自分らの英
語が通じていると信じてしゃ
べり続けるので、粘り強く聞
き返すことも大切だと思いま
した。
●もっていくと便利なもの
NOTE PC：寮には無線LAN

もありインターネットによる情報収集、レポート作製など使用頻度
はとても多いです。
電子辞書：最も活用しました。常にケーシーのポケットに忍ばせて

判らないことは即座に調べるという連続でした。
レビューブック：ポケットに入るサイズなので便利です。
メモ帳：その日あったことは大雑把にでも手帳に書きとめておくと
記憶を呼び覚ますのに役立ちます。
ペンライト：神経内科でより多く患者さんを見せてもらうためには
自分の道具としてペンライトは持っていたほうがスムーズだと思い
ました。（今回持って行かず後悔しました）
④　その他
　今回、このように大変貴重な経験をさせていただき大変有難うご
ざいました。大学単位で他国の大学と交流を進めている大学はめ
ずらしく、香川大学で学んでいることを改めて幸せに感じています。
今回の留学を通じて、英語を通じて医学の知識を深めることがいか
に世界を広げるかということを改めて感じることができました。ま
た日本だけでなく世界の文化や常識と触れることで発想の幅が大き
く膨らむことも感じました。この経験を糧により幅の広い視野を持
つ医療人となれるよう努力したいと思います。

ブルネイ・ダルサラーム訪問　2010年７月

５年　新里　亜季

　私は、2007・2008年にブルネイ・ダルサラーム大学医学部（以下
UBD）でのSummer Medical Schoolに参加し、ブルネイ訪問は今回
で三度目である。今回の目的は三つある。
①　第６回マレーシア・インドネシア・ブルネイ医療科学学会2010 
での研究発表

　主に上記の三か国の各大学の先生や学生が集まり、各々の研究発
表を行った。
　鈴井さんと私は「香川大学医学部のチュートリアル教育の向上
にむけて―UDBより学ぶ―」と題し、発表を行った。前回Summer 
Medical Schoolに参加したときにバディであったMs. Siew Cheeと
Mr. Lim Albertが発表直前まで手助けしてくれた。UBD、香川大学
で勉強したチュートリアル教育、その工夫、本学で開かれたFaculty 
Development会議での私たちの発表とその後の反響、等を発表した。
学生が日本国外の異なる教育や文化を体験することで、現状の教育

態勢をよりよいものにしていくよう先生方に働きかけていくことが
できるということを主張した。
　また、各国の学生による発表では、統計学に基づいた、論理的な分
析方法や結果などをevidenceに基づいて説明していた。このよう
な勉強は新鮮で、将来とても役に立つと感じた。
②　ブルネイ国立病院、RIPAS Hospitalでの実習
　実習期間は１日であったが、実習中、私も現地の学生の一人である
かのように指導していただいた。
　神経内科では、Dr. Feiの病棟回診に参加した。私は約20人の脳
梗塞の患者と対面し、どのようにして神経学的な所見をとるのかを
学んだ。これだけの多くの脳梗塞の患者をみて、一人一人の特徴的
な神経学的所見を実際にみるのは初めての体験だった。回診中、患
者の異常所見を適切な英語の専門用語を用いるよう指導された。こ
のことは、今後の課題であると感じた。

神経内科レジデントと、症例検
討会にて（なんとタイの女医さ
んは白衣を着ません）

修了書授与式にて（左から、徳田教授、ダニル看護師、ワラワン看護師長、
Dr.アンカナ、林、Dr.シワポン、ニウェ チェンマイ大学医学部長、大熊）
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　次に手術室を訪れ、婦人科の手術を見学した。手術中に終始、執刀
医が手術チームの部下に質問をたくさん投げかけ、助言や説明をし
ていたことに驚いた。 
　循環器内科では、運動負荷心電図検査、薬物負荷超音波検査を見学
した。外来ではDr. Rizwanが心電図の読み方を教えてくださり、そ
れぞれの患者の心電図を読んだ。また、患者にお願いして聴診をす
る機会を得た。心音を実際に聞いたり、患者の脈に触れたりするこ
とはとても貴重な体験だった。
③　4th International Summer Medical School 
　１週間の滞在期間中にまず、ブルネイの先生方、学生たちを今年の
参加者に紹介した。
　この一週間の滞在で、今年の参加者たちが自発的に考え、行動して
いくほうへと次第に成長していく様子がみてとれた。残る数週間の
滞在で大きな成功を成し遂げることを確信し、ブルネイを後にした。
　本学医学部学生がブルネイの空港に到着すると、UBDの学生た

ちは大きな歓迎の旗を
持って盛大に迎えてく
れる。今年も例年と同
じように出迎えられ、
私は涙があふれそうに
なった。今回の滞在中
も、私たちのことを本
当に気にかけてくれ、
私たちの関係は国を超
えて強く続いているこ
とを確信した。この素
晴らしいプログラムを
支えてくださる方々に
深く感謝したい。

☆☆☆　☆☆☆　☆☆☆　☆☆☆　☆☆☆

今回の訪問を経て

５年　鈴井　泉

　2007と 2008年 の
２・３年生次の夏休み
に夏季ブルネイ留学
に行き、その後の活
動を発表するために、
2010年５年次の夏休
みにブルネイに３度目
の訪問を行った。その
内容を報告する。
　まず病院見学とし
て、国で唯一の国立病
院のRIPASに１日病院
実習を行った。午前中
は産婦人科で実習を行

い、研修医２年目のDr. Caroline Tanにお会いし、身体所見の指導、エ

コー検査の様子など、多くのことを学んだ。分娩室にも連れて行っ
て頂き、幸運なことに自然分娩も見学できた。その後、手術室に入ら
せてもらい、卵巣のう腫の手術見学も行った。午後は、循環器内科を
訪れ、負荷心電図 や 心エコー検査を見学し、Dr. Rizwanによる外
来診察も見学した。
　この見学から２つのことを学んだ。まず１つ目は、十分な身体診
察を行う技術の重要性である。病室でDr. Caroline Tanから妊婦さ
んに身体診察を行うよう指示された際、自分はどのように行えばい
いかわからなかった。しかし、Dr. Caroline Tanが緊急入院した患
者さんを問診と身体診察で十分疾患を鑑別し、その臨床技術の高さ
に驚いた。先生は、学生のうちから、日本の病院実習のように、やれ
ることが限られている学生時代でも、時間を見つけては病室に赴き、
患者さんから許可を得て、自分で技術を磨いていたと言われた。こ
の言葉から、自分の置かれている環境の中でも、まだまだ自分の積極
的な姿勢で臨床技術習得の余地があり、自分は臨床技術を身につけ
るために、積極的に病院実習を行わなければならないと感じた。
　２つ目は、自分には基本的な医学知識がまだまだ足りないと感じ
た。たとえば、外来診察見学時、Dr. Rizwanから心電図に関して多

くの質問をされたが、うまく答えることができなかった。また、そ
の質問の多くは、日本での病院実習中に質問されたことのある内容
だった。身につけるべき必要知識はどこの国でも同じであり、日本
でしっかり医学知識を身につけることは、どの国にも通用すること
だと感じた。そのうえで、医学知識が十分あれば、疾患への理解がで
き、少しの医学英語しかわからなくても、何を話しているのか、何を
行っているのかわかることができるとも感じた。さらに、医学知識
や技術があることで、海外での病院実習の中で、国や文化の違い、医
学認識の違いなど、比較でき、また深く学べると感じた。
　次に、国際学会での発表である。MIB会議はマレーシア、インドネ
シア、ブルネイダルサラーム国の３カ国で毎年開かれており、今年で
６回目である。国際会議で発表することは初めての経験であり、多
くの人の前で発表できたことは、いい経験となった。また、同じ学生
であるUBD医学生が研究発表しているのを目の当たりにして、自分
も同じように研究を行いたいと思った。　
　夏季、冬季の両プログラムに２年生の頃から参加できたことに、心
から感謝し、様々な学びを学生にもたらす両プログラムが今後も継
続的に行われ、両大学の交流の発展と両学生の学びと成長の場にな
ればと願う。

マレーシア・インドネシア・ブルネイ
医療科学学会での発表の様子　　　

循環器内科の入り口にて
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第31回香川大学医学部祭実行委員会
委員長　白川　尚隆

（４年）

　平成22年10月８日から10日にかけて、第31回
香川大学医学部祭が行われました。
　今年の医学部祭のテーマは「笑って魅せよう
自分色～集え愛祭香～」でした。普段、学生生活
を送っている中で、ずっと笑顔で、ずっと幸せで、
ということは恐らく無いと思われます。時に
は悲しいこと、時には辛いことがあるでしょう。
しかし医学部祭、という舞台では、皆が笑顔で、皆が幸せで、皆
が自分にしか無い個性、自分色を発揮していくことで、その舞
台は凄まじい盛り上がりをみせ、さらに皆の心に残るものに
なるであろう、と考え、皆がそういう思いをして学祭を楽しん
でほしい、という願いを、メインテーマとなった、笑って魅せ
よう自分色、にこめました。また、学祭は皆の心の中に思い出
として残るものでなければなりません。そうなる為に大切な
ことは、学祭を愛する気持ちだ、と私は考えました。そこでサ
ブテーマに、集え愛祭香、というものを掲げ、”香”川大学医学
部”祭”を”愛”するもの達よ、集え、という思いを、妻を熱烈に愛
する夫、”愛妻家”になぞらえて、”愛祭香”としてサブテーマに

こめました。
　このテーマに恥
じぬ医学部祭にす
るため、４月に共
に医学部祭を作り
上げる実行委員を
募り、５月からパ
ンフレットやスポ
ンサー担当の仕事

が始まりました。さらには会場運営計画や当日のステージ企
画、そして、医学部祭の目玉である医学展と半年間、実行委員
は様々な企画を通して、医学部祭の為に尽力してくれたと思
います。そして、当日。実行委員が練りに練った珠玉の企画
も、医学部生、さらには地域の皆様方、共に自分色を如何なく
発揮し、笑顔の絶えない最高の３日間だったと思います。ま

　第31回　香川大学医学部祭を終えて
た本年度は体育館でBaseBallBearさんを迎えてのライブを敢
行しました。体育館の床が抜けるという大きなハプニングも
ありましたが、実行委員や軽音部員の警備や、アーティストさ
んのご配慮もあり、怪我人も出ずに大盛況に終わりました。

　また、昨年に引き続き本年度
も医学展の場におきまして、徳
島文理大学・県立保健医療大学
との連携企画として３大学の
学生が１つの企画を準備の段
階から意見を交えつつ創りあ
げました。２年目ということ
もあり、多少の改善点はありま
したが、昨年よりもさらに深い
交流が出来ましたし、今年は徳
島文理大学の学祭においても
三大学連携企画を執り行うこ

とが出来ました。将来には同じ医療従事者として働く身であ
りますので、チーム医療を担う者同士、こういった交流が今後
も続いていくことを切に願います。
　私は、この学祭を通して学祭を成功させることはもちろん
ですが、人との触れ合い、交流を大切にし、自らが学祭を牽引
するという強い心をもつ、という一つの目標がありました。
普段の生活では、私は学年を取り仕切る性格でもなければ、率
先して様々なことにチャレンジする性格でもありませんでし
た。医学部祭を通して、自分が学祭で作り上げていきたいも
の、これを学祭ですると面白いんじゃないかな、ということは
どんどん取り入れていきました。結果として悔いの無い、最
高の形で医学部祭を終わることができました。こうやって後
悔無く医学部祭を終えることができたのも、協力して頂いた
スポンサーの方々、学務室の方々、医師会、讃樹會の方々、香川
大学医学部の教職員の方々、医学部生、そして実行委員の皆の
力添えがあってこそであると、強く思います。皆様の心の中
に強く残る医学部祭であったかは分かりませんが、少しでも

そう思って下さる
人がいてくれるだ
けで、本当に嬉し
く思います。最後
になりますが、こ
の場を借りて厚く
お礼申し上げます。
本当にありがとう
ございました。

コールエスポワールライブ風景 ステージ前でのダンスライブ
ステージ企画
“なんでもコンテスト”

ステージ企画“GGG”
＝Get over Generation Gap

前夜祭での軽音楽部ライブ風景
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笑って魅せよう自分色
～ 集え愛祭香 ～



香川大学医学部医学科同窓会会報 第41号

43

このたび同窓会広報局長を務めさせていただくようになり、今回の編集後記は私にとって最初の仕事となり
ました。自分の狭量のため日々の仕事を精一杯こなすことだけになっているところへ、今回出来上がった会
報を拝見いたしますと、記事内容として多くのご寄稿をいただいておりまして、同窓会会員の皆様の着実な
歩みと飛躍を実証するものと大変感銘を受けました。お忙しいなか、快く原稿をお引き受けいただき、熱意
あふれる原稿をお寄せいただいた皆様と御協力のすべての方に感謝申し上げます。
 広報局長　舛形　尚（昭和61年卒）

編 集 後 記

　会員名簿2011年度版の発行は2011年９月です。今回、「会員
情報」をお送りしますので最終確認をお願いします。
　変更のご連絡が無い場合は、現在の会員情報登録内容で会員
名簿を作成させて頂きます。
　前号会報発行時に、５年ぶりの会員名簿作成予定であることをお知
らせしました。現在までにご連絡いただきました会員情報の変更、訂
正につきましては、全て更新しております。つきましては、更新後の
最新の会員情報を個別にお送りしますので、今一度内容を確認いただ
き、修正箇所やお気付きの点がありましたらお知らせいただきますよ
うお願いします。
●メールアドレスにつきましては、その利便性から、出来るだ
け多くの方に登録いただき、掲載したいと存じます。つきまし
ては、支障の無い限りお知らせいただきますようお願いします。
●掲載該当項目が空白又は不明の場合、出来るだけご記入ご返
送いただきますようご協力を宜しくお願いします。
●会員情報の流出を防ぐため、会員名簿の保管には各自で十分
留意して頂くとともに、今回から名簿一冊ずつにナンバリング
を施して事務局において配布先の管理を行います。また、受取
りを確認出来るような方法で送付しますので、「送付先」が間
違っている場合は、受取り可能な送付先をお知らせ下さい。

●会員情報変更のご連絡は、「会員情報」に直接記入して、同封の返信用封筒で返信下さい。メールでも結構です。
FAXは文字がつぶれることもあり、読みづらい点がありますので、お手数ですができるだけ返信用封筒又は
メールをご利用下さい。
メールアドレスは専用の用紙に記入して同封下さい。又はdousou@med.kagawa-u.ac.jp宛にメール送信いただけ
れば確実です。
●名簿配布希望に変更の場合は、「会員情報」の「会員名簿2011年度版」シール枠内の「今回、申込みます」にチェッ
クを入れて返送下さい。

会員情報変更及び申込の返信締切　2011年4月末日

▲

讃樹會医師賠償責任保険は、随時受け付けております。事務局までお気軽にお問い合わせください。

▲

懇親会を応援します！参加者が10名以上の同窓生の懇親会には、懇親会事業援助金をご利用下さい。

会員名簿への掲載項目は、下記の通りです
●氏名（旧姓）
●所属（現在の入局教室）
●勤務先／勤務先住所／勤務先TEL
●メールアドレス（勤務先又は自宅）
●自宅住所（電話番号は掲載しません）
●準会員（学生）は自宅と実家の住所のみ掲載
　　　　（電話番号は掲載しません）

※各項目につき、不掲載を希望する場合は掲載しません。

　【参考】以下の項目は掲載しません。
・正会員の現住所の電話番号　
・正会員の恒久的住所（＝実家）、保護者名
・性別　・生年月日　・サークル　・役職（＝肩書）
・準会員の現住所、恒久的住所の電話番号、保護者名

「会員情報」を確認下さい。
①内容が合っているかどうか。
②印字された「送付先」で、必ず受取が可能か
　どうか。
③掲載・不掲載が希望通りになっているかどうか。
④名簿を申し込まれた方及び終生会員の方は、
「申込受付完了」となっているかどうか。

▲

会員名簿の発行について

変更の連絡方法

事 務 局 か ら の お 知 ら せ
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講師　廣岡　一行

概要
　香川大学医学部眼科学講座は白神史
雄教授以下、准教授１名、講師１名、助
教６名、医員６名、視能訓練士５名で臨
床・教育・研究に携わっています。また
少ない医師の雑用を少しでも減らし
負担を少なくする目的で、平成22年度
より外来クラークを２名雇っています。
これにより医師は本来の医師の仕事に
専念することができるようになりまし
た。臨床は、眼科領域全般に対応でき
るようにしていますが、特に網膜・硝子
体疾患および緑内障を柱に診療・研究
を行っています。

臨床
１）網膜・硝子体疾患
　近年の網膜・硝子体疾患に対する薬
物療法や手術療法の進歩は目覚しく、
今までなら治療できなかった疾患に対
しても治療ができるようになってきま
した。特に加齢黄斑変性は血管内皮増
殖因子（VEGF）を抑える抗VEGF薬の
登場により視力が改善するようになり
ました。また小切開硝子体手術により
無縫合で手術を終えることができるよ
うになり、そのため術後に生じる乱視
も軽減でき、また無縫合のため縫合糸
により生じる異
物感もないため
QOV（Quality 
of Vision）の向
上につながって
います。昨年度
の当院における
網膜・硝子体疾
患に対する手術
件数は年間で約
540件、抗VEGF
薬の硝子体内注
射は週30件にの
ぼっています。
　近年眼科領
域における画
像検査機器の
進歩は目覚し
く、光干渉断
層 計（optical 
c o h e r e n c e 

tomography: OCT）をはじめとする画
像診断法の進歩から病態理解が飛躍的
に進んでいます。当院でも最先端の検
査機器を購入し、最先端の医療を患者
さんに提供できるよう努めています。
２）緑内障
　一部のタイプの緑内障を除くと、緑
内障はまず薬物療法から開始しま
す。緑内障は慢性の進行性の疾患であ
り、また緑内障により一度失った視機
能は戻ることができないことから、薬
物治療にても十分な眼圧下降が得ら
れず緑内障の進行が予想されるとき
には、積極的に手術をおこなっていま
す。そのため昨年度の緑内障の手術件
数は約150件にのぼっています。ただ
ここで問題となってくるのがアドヒア
ランスの不良な患者さんです。実は
アドヒアランスが不良であったため
に、眼圧下降が不十分であったという
症例もありますので、アドヒアランス
が不良となる因子をアンケート調査
で調べ、個々の患者のアドヒアランス
が向上するよう努めています。視神
経乳頭の形状や網膜神経線維層厚を
OCTやHeidelberg Retina Tomograph 
（HRT） IIIを用いて、現在の緑内障の
状態をより客観的に評価しています。
また視野障害の進行を的確に判断する
ことで、より質の高い診療を目指して
います。

研究
１）網膜・硝子体
　加齢黄斑変性に対する抗VEGF薬の
効果や抗VEGF薬併用による光線力
学療法の効果の検討を行っています。
また網膜のみならず脈絡膜までもが
OCTにより観察できるようになった
ことから、脈絡膜からみた病態の解明
が進んでおり、当教室でも加齢黄斑変
性を中心とした脈絡膜疾患と中心窩脈
絡膜厚の関係や、治療による中心窩脈
絡膜厚の変化について研究を行ってい
ます。
２）緑内障
　臨床研究では、眼圧日内変動を測定
することにより最高眼圧、眼圧変動幅
や平均眼圧と緑内障の進行速度との関
係について調べています。また緑内障
の病態は網膜神経節細胞のアポトーシ
スによるものですが、網膜神経節細胞
死による網膜神経線維層の構造の変化
とそれに伴う視機能の変化の関係につ
いて調べています。眼圧下降のみでは
一部の緑内障の進行を十分に止めるこ
とはできないことが既にわかっており、
そのため基礎研究ではレニン・アンジ
オテンシン系阻害薬の神経保護効果に
ついての研究を行っています。

診療科だより 香川大学医学部附属病院　眼科




